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コンビ A ーターグラフィックスの一応伺として.お輔のl凋形.'&.などをタブレットデジ

タイザーをJIlいて81・算機JC:図形データとして入力し， グラフィ γクディスプレイ (GO)

上で凶 ij~を編集・表示し.その制限をカラーハードコピーやNLP (レーザープリン~ -) 

jC清書11111するソフトプログラムComputcrAidcd Tracing Systcm rCATS Jの

開発を行はった。 rCATSj におげるヂーヲの入力は.全て日本紛による会日彰式を係

JlIしているため.ユーザーはGD専問の俊雄なソフトを愈織することなく GD上で図形の

編集が行える。本報告脅は rCATSjの使間手引曾と Lてまとめられたものである。
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Tokal Research Establishment, JAERI

(Received March 29, 1984)

As an application of computer graphics, we have developed a code

named as "CATS" which stands for computer aided tracing system. With

CATS, many kinds of graphs and tables can be fed into the host computer

as graphic dntn by a digitizing tablet. After editing figures on the?

graphic displa; terminal, one can obtain co.lor pictures by hard copy

unit or fair monocromatic copies by a laser printer through host computer.

We employ an interactive graphical input in Japanese, so that users of

"CATS" can easily edit figures without any knowledge on the complicated

FORTRAN utility package for graphic display. The usage of "CATS" is

summarized in this report.

Keywords: CATS, Computer Aided Tracing System, Computer Graphics,

Graphic Terminal, Tablet, Manual
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8. Output cxample目 ofCATS •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 46 

Acknowledgemento ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 
Appendix •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••.••••••••.•• 51 

A.l Commancl tables of CATS • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • • • • 51 

(1) Graph processing cロmmands .. ....................... 51 

(2) Graph proce自slng sub-commands • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • 51 

()) Graph element opt10n command9 ••••••••••••••••••••• 52 

(4) Word proce9s1ng commands •••••••••••••••••••••••••• 52 

A.2 L1st of regi日tratedwide use patterns •••••••••••••••.• 54 

ω副}



JAERI-M 8 4 - 0 7 8

CAD, CAM4-<I'<C.>IC, Compiiler Graphics (CG) tlCC tW\ I * J: U*il! iM-et(f X

&0 C l i o C G $*>••*- 1-vC'j^'y y 4 ••> 9 • 9 <t x r u - (GD) tt<f«<">- !•%, *; •>-

. CAD.

Computer Aided Tracing System

fCATSJ T*5o CATSIi.

? i LXK1) I. GD±7?I«UB*IH* • ^ * L ,

NLP (Ll*^v^ V

fc«fe

1) .+• x h a V t " i - 5> -

FACOM M-200, M-3B0

2) ?774 y 9? i

D - SCAN (-tr A 3 - r

GR 2403 ; *>£Wi GR2414

31 ? y i x 7 hx'->**"f-r-

D-SCAN GR 10

4) *7-'»-K3f-

D - SCAN CH 5202

5) NLP

FACOM

ttz. V 7 h

2)

3)

CATS li.

II

- 1 -

JAERI-M 84・078

1.慨世!

CAD. CA恥11:1f1心/1:， CmnplllCr Gl'llphic品(じG)はここl!(!I'i，~ :1: L ~、 j飴 1かをとげて

いる。 ζ れら CG~サ同ート寸るグす 7 ィ y ク・ヂィスプレー (GD) などのハードも.カうー

化をはじめとし. 1(1;検り織舵費字ザボート機能. インヂチクティプ嶋舵など多鮒多織の機能

を内'ーするものが次々と先泌されている。しかしハ』ド上の機能f11;光11.当然のことながら.

それて干の織自114長引111すソフトの飽雑化を意味する。従来のCALCOMPをベースとする凶/1;処

聞を行なってきたような. CGをW.門としない者にとっては.逆にこのことが新しいタイプの

GDを使う上で陣咋となっている場合が散多くは受けられる。そこで. CAD. CAMほどの大

がかりなソフトを必~i とせず. CGの)1，噂門家でも弘UY:IC新しいGDを"'1/111でき.またH1ii'の

研究.業務にwnな CG の't~1IIとして考えられたのが本CompUler Aided Tracing Syslem 

rCATSJである。 CATSli.手会舗の図形.衣などを. グラフィック・ディスプレイとタブ

レットデジタイザーをJIH、てam..'t凶形データとして入力し， GD上で阿形を制集・表示し

そのM!J!をカラー・ハードコピーIt/l!プJしたり， NLP (IJ本部ラインプリンター.レーザー

プリンター)にim作IIIプJしたりするソフトである。 101:*，外11:に'11していた同形・漢のトレー
スを;If'l'):織を1IJ~、てt¥I.時/111ft処PJrL，.1''' 卜レースでは処I'I!III*なかったような舗桁!な附形の

処J11!を初心打でも子科IC.行えるようにすることをIJ((.Jlc.開発されたものでめる。

CATS のハード 1:の構bll.は

1I ホストコンビューター

FACOM M-200， M-380 

2) グラフィックディスプレイ結m
D -SCAN (セイコーiH子工業社製}

GR 2403 ;あるいは GR 2414 

31 9プレットデジタイザー

D-SCAN GR 10 

4) カラー・ハードコピー

D -SCAN CH 5202 

5) NLP 

FACOM 

である。また. ソフトプログラムは，

1) GD上での図形処理プログヲム

21 NLP清曹出力プログラム

3) タブレット・メニューシート出力プログラム

から構成されている。

CATSは.

1) 図形処理が初心者でも錘えるように，全て日本語による会話形式を採用している。ユー
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ザ-r;tfIlMtなD-SCAN 噂m ゾフト GCSPII をPIl~~しておく必'&\は全くな L 、。

(21 GD J:て・創立jした阿形をGDWIlJハード・コピ-~Wlだけではく. NLPIr:.も消;lll1¥JJで

きる。

(:il ー!良'処jll!した凶冊;j.l-?は保rができ. ;Ltこ i世 11 それ ~!f デ- $' '5;1I'PU'II¥ L.凶11;の修IE.

iQ IJIIはどの "i制~!tiが附 fjtに行える U

(41 文マ:の縦割t機能を備えている。文'f.の鰐IE.削除. iGlJllfJど. hrl\('~ ではあるがm:i 川

リー，..~I uセ γサー幅員自1lをi今野，ている。

(51 使llJ傾伎の白川、阿形パタ』ンの収録が íïえ，また Q蝕涜パターンを1lI~、てl刈1/;の制民が

・リ他である。

はどのすぐれた特徴を倫えている。

。，白
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2. CATSの機能

2.1 図形婁溝

CATSで処PI!が白iJtIEfJ [~I!f;!Il!索としては次のものがm意されている。

(l) m結
(2) スムージング曲線

(3) 円

(4) 桁円

(5) 長方形

(6) 扇形

(7) 多角形

(81 円狐

(9) センターシンボル

UIJ エラーパー

ω 矢印
ω スケール{鹿糠勧及び目盛敵健〉
ω 階段関数
。， パターン
0$ 文字編集

2.2 .橿
上記図形の中で畿う線種としては，

1一一実 線

2一一破 線

3一一鎖 線

4一一長鎖線

5一一一点鎖線

が用意されている。

2.3 中aりパターン

上記図形要素のうち.(31円.(41楕円.(5)長方形..(6)，扇形.(7)多角形については中塗りが可能

である。使用可能な中塗りパターンとしては次の9種類が用意されている。

。口園 .2~ .3圃-4圏 5目.6..7圏 8図.9E2

-3-
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Z.4 表示色

~軒l ， Ij Ji.1'1りパタ E ンで'>>.)J; nJt/llな色としては.

1. ;}jl 

2. 1:事いi'J'

3. ~~ 

4. 鍬

5. オリープイ斗ロー

の5色がm窓されている。

2.5 センタシンボル

19)のセンターシンボルとしては.

(1) シンボル種

00.1・.20.3・.~ロ .5 ・ .6ð.7....8x .9+. 

② サイズ

l・.~ . ，3・， ~・， 5 ・，G・，7・，8.，9.，
が111怠されている。

2.8 エラーJ'(-
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1
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2. '1 矢印

ωの矢印としては.
①矢民の角度

1 ←， 2←.3~ー'.4~.5←'.6←.7←.8←.9 ←­
②矢尻の長さ

l←ー.2←ー，3+-ー.4~.5~ー'.6 モー.7 そー'.8 そー.9~，・
が用意されている。

-4-
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2.8 文字編集

文字は一行fljの入力，制集ができる。入'jJ は溌~(: 9プレットにより府l文9イプのイメージで

行える。 III意されている編集機能としては.

① 文字州入.削除

@ 文字色 5色

⑤表示的 任意

④ 文字縄

a)添字下ツキ b)上ツキ c)上下ツキ d)添字前ツ牛 e)M:古文字

⑤ 文字サイズ NLP GSCHAR IC.対応

6種類

⑥ 背景白ヌキ

⑦ 文字列移動

平行移動.センタリング

⑥ 行削除

がある。また.入力可能な文字としては.

① 英文字〈大文字.小文字〉

⑥ ギリシャ文字(大文字.小文字}

⑥i** (-1745字〉

⑥ ひらがな，カタ力ナ

⑤ 特殊記号

がある。演字タブレット上rc.ない文字は.キーボードから 16進コードで入力可能である。

2.11 登録済汎用パターン

CATSですでに登録されていて.ユーザーが使えるパターンとしては，

① 計算織プログラムフローチャートバターン

③ 電源回路要素バターン

がある。パターン.パターンデータフ Tイル名等は付録に示されている。

Rd首
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3.1 CATS ©(Sift

<&\\Wiifi\n*>x, CATS &«jjnt *«§&(*. m^x *j3022. TSSMAC.CLIST(CATS/

*mMiO)-J T 4 I\> *JXXXX. TSSMAC. CLIST(CATS)' lea f - t C ^
(II TSS v ? o • a v v K

• CATS
(2) Wftir--? 7 r 4

tt. +-.-K-K® [V],

(3)

Ml

(5) f

I)
ij)

(6) '

- ? 7

- A (JXXXX. XX. DATA)

T]. [ttS

Jf- 9

3.2
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S3. 1
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3. 使川方法

3.1 CATSの起動

使m;r，.が初めて， CATSをoomする刷合1;1， ni/もって‘J3022. TSSMAC， CLlST (CATS)' 
を使111;(，'のファイル.JXXXX. TSSMAC， CLIST (CATS)' にコピーする必裂がある。

(lJ TS S マクロ・コマンドを呼び出す。

.CATS 

121 凶形データファイルを新1:1.作成するかどうかのメッセージが迎示される。

j)新規作成する胎11.，キ十ドのE 函屈のキーを順附。

ii)すでに図形データファイ岬カタログされている地創立. 囚. 極記のキー

を周固に押す。

(31 阿形データファイルのデータセット名を聞いてくる。

データセット名をフルホーム(JXXXX，XX. DATA)で入力する。

(41 新制作成の勘合は.ユ品ット名を聞いてくる。

ディスクのユニット名を入力する。

(5) データセット名舷認のメッセージが表示される。

りそのままでよければ. 回.函量日のキーを則明。
jD データセット名川う嶋合は. 囚.直面のキーを刷IC.押す。

データセット名のjlj入力ができる。

181 パターン・データファイルIC.関して.上紀(21-iS'と同織のメッセージが表示される。
録作Iii去は.図形データファイルの崎合と金〈同じである。

3.2 前処理

(11 システムが包動されると「タプレットの左

下問と右下隅の点を入力して下さい。Jという

メッセージが表示される。

使用者は，図旦 1IC.示すように.タプレッ

ト上IC.張り付砂であるメニaーシートの左下

隅{①〉と右下隅{②〉の格子点をスタ4予

スペンでセットする。

-6-
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(2) ‘データのファイルからの説み込みは. Yes or No ? .の表示がIHる。

附 3データファイルIC:.凶形デ-'1附録してあれば.メニューシートの巨記をス

タイラスベンでヒットする。そうでなければ~~をヒットするの
(3) ~Iマターンデータのフ?イルからの読み込みは. Ycs or No?' の次ぷが111る。

パターンデータファイルIC. パ~-ν ヂ-~がQ僻してAうれば. メユ A ーシートの

匝討をス9イラスベンでヒットする。そうでなければ L凶いけする。
(4) /J;I凶があれば， IJ;I凶をメ品ューシートの左側2/3の釧繊(瀦字が記入しである仰にセ

ットする。

3.3 図形・.コマンド入力モード

3.2の処型地t終わると.図形編集コマンド入力モードになり‘コマンドを「追加Jから「終

了」までの中から漕叙して下さも、。'というメッセージが表示される。 ζの時.図3目 21C:示す

CATSのコマンドメニュー上の図形編集コ 7ンド匡~-医E の中から処思手順 IC:従

って適当なコマンドをスタイラスベンでヒットする。図形制集コマンドとしては.次のものが

用意されている。

(lJ氾加;閃形拠織の泊加{新創作成〉を行う.

(21 修正; ・ 修正を行う。
(31 削除; ・ 削鰍・

(4) IJペイント ;入力した岡形を清書漢示する。

(5) m紙セット ;原図のX-y舗をDスキャン幽面のX-y紬11:一致させる時11:使朋する。
161 ハードコピ四 oスキャン画面のハードコピーをとる時11:使用する。
(7) メッシ晶表示， 0スキャン画面上11:メッシュ点を表示する。

(81 メッシι消去 oスキャン画面上Ic:N示されたメッシュ点を消去す.:i。
t91 座様変倹;入力した図形の庖暢度自民を行う。

倒見出し文字モード;見出し文字の入力時11:使用する。

帥全表示;密保変換後の図形の清書出力を行う。

ω 図形データファイルセット ;入力した図形データを図形データファイルに書き込む。
ω バターン登録;パターン図形を入力する時に使用する。
ω バターンファイルセ γ ト ;バターン図形データをバターンデータファイル'1:書き込む。
ω 終了 CATSを終了する。

-7-
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. 
2 十日4J;6 s 16 
¥日li - -11 了1一-~-j而12「一一

t29 ..~ <<， 30 

改行 iT 背Jt自f車文字 文字st湖 . 
コー入ド削除 リセ.~ト ヰーカ平行移動

附文字 l文字 l柿文入字 師入 文字色 器指示定向センタ
$・"唱Eル 削除 解除 指定 1)ング

通常 間文結字 都高 縦書 喜美 右表示角 4恥P文字 担り

添上字 添字下 空軍 積書 縮文小字 表左廻示角リ文字入力終了
単結 スジムンーグ 円 精円 扇形 長方形 多角形

円弧 センポタ X' -，f・同 矢印 スケール 階段開放 ，守ターンシン 11， 

文字

追加
修正 削除 'I"'~ " • 

用紙 ，、ード
，atv 示!.'a 

新規作成 セット コピー ~ .~!/畠

摘去

座標 見出文字
国彫データ

パターン
，.，ーン

全表示 フ，イル フ7 ~ '" 終了変換 モード 1!.，.ト 量鰻 ..， '7 t 

入終力了
カーソ，レ 4== す ~ 

指定 持= 4 除d
陸線変検 リセット + 7 8 9 
終了 回転

Yes 
5 6 4 

拡大 描小
No 
E 2 3 

偲

「持率設定 平行移動 . o SET 

。。

文字細鈍

コマンドメニ ι一

図形要素選択

コマンドメニュー

図形編集

コマンドメニュー

3. 2 CATSコ7 ンドメニュー
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4.阿形編集コマンド持論

4.1 図書B・s・コマンド寄蛤
コ7 ンド人肘ードでメニ...-シートの IifllAl]の桝スタイヲスベンでヒットすると.・凶
形帽をrm鮎」から「文字」までの中から.iO伏して下さい。'
というメッセージが表示され.図形種入カモードになる。

乙の時入力できる阿形種には.図3.2の図形要素選択コマンドメニューに示される。

(u 1ft結;入力点聞を剛次白線で結んで表示する。

(2) スムージング;入力点間を順次3次関散で補間し表示する。

(3) 円;円の中心及び円周上の点を入力する事により.円を表示できる。

(4) 術円;情円の中心.!是備交点.短紬交点を入力する事IC:より.楕円を表示できる。

{印刷形;扇形の中心.及び円弧の始点.中Jlt.終Ir.¥を入力する事により.耐形を表示で

きる。

(6) 長方形正方形の左下隅及び右上隅のJ.'.lを入力する事IC:より.長方形を表示できる.

m 多角形; 多角形の各頂点を順次入力する事により.多角形を議示できる。
(8) 円狐;円弧の~1/~\. 中点，終点を入力する事，C:より円弧を表示できる.

(9) センヲシンボル;入力点上.C:センタシンボルを畿訴する.

。。 エラーパー;エラーパーを議示できる。
帥矢印;矢印を表示できる。

u3 スケール;座棟紬.目盛民自盛数値を表示できる。

ω 階段閑散;入力点聞を順次直線で結んで表示する。但し.入力点聞の直線がX鮪あるm
いはY紬.C:平行になるように.入力点の楠正を内郎で行っている。

ωパ亨ーン;パターン盛録された.パターン図形を埋め込む時使用する。
0$ 文字;文字を表示できる。

が周.されている。

4. 1.1 単結.スムージング及び円彊の入力

図形挿入カモードの時.メユaーシートの巨罰. IスムーのグlあるいはIPJIlIの
項をヒットした樋合の処理手順を以下IC:示す。

(11 ‘線種? ，一一一.2一一ーて 3・一一.4-一一.5一一
というメニaーカえまず表示される。

=>希望する線種IC:応じて.メニaーシートの田~国の項をヒヲトする.

(2) ‘線色? ，J.主.!....2.1豆.L.3J.旦.L.4J.呈1.....5-1旦1.....' 

というメニューカえ次に表示される。

ー〉希望する線色.C:応じて.メニューシートの田~回の項をとットする。

-9-
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(3) f/t結の場合11.

‘フロットする点のIt/OIC:デ-9を入力LてドさL、J

スムージングのnlf'l-は.

‘X， y，あるいはOのl倒i閑散で， 5 J，'.t以上50J.'.¥以ドのデ-51を人1JLてドさL、J

川弧の!Mf'l-I;l.，

‘III弧(})lIIî'.¥，11
'
点.終点の酬にデー?を入))してドさL、J

というメッセージカ'~II;~ れる。

Z ンメッセージIcill:ってヂ-9̂'，(をスタイラスベンでIlfi1X入力する。入力が終fしたら.

メニ.:1-ーの包囲仰い卜する。

(4) I曲iifu_tlζ凶形tJ'&.ぷされ.同時に，

‘l線鱈 2線色， 3データ入力， 4終了'

という修正モードメニューが表示dれる。

=>表示された図形の線種を変廻したい場合は.メニューシートの日1の項.線色を変更し

たい糊合は121，データJ況を入れillしたいJij合は， 131の叫をヒットする。 I~Jの項をヒット

すると， D咽形データが:tl録され. コ7 ンド入力モードICIJ，，!る。

4. 1. 2 円.術PJ，'4J形，lVifl;，及ぴ多"1形の入力

凶形附人カモードのo!t，メユ A ーシートの回.団NJ，[園.あるいは匡E
のIJì.をセットしたi品合の処聞手刷~・以 '1-" IC 示す。

fl) ・線観? O(紬'聞はしれ 1--，2-一一ー 3一一 4ーーー， 5-'ー一
というメニ A ーが.まず表示される。

=>希塑する舗羽1.の橿朗IC応じて.メニューシートの聞~聞の。項ヒットする。悶をヒッ

トするとー絡調:練無しの図形を表示できる。乙の場合は.中型りパターン及び中型り色

を必ず指定する。

(2) ‘練色? I J.主.!....2...1且1...3J.!!..L.， ~J..主2...， 5 J.旦ム'
というメニューが次に表示される。但し (1Jの線種適択の時， 0 (輸郭線無し}が週択さ

された場合には，このメッセージは表示されなも、。

=>希望する舗郭線の色IC応じて.メニューシートの田~聞の項をヒットする。

(3) ‘柑りパターン? 0 口， 1~ ， 2図 3凹 4園 5 目，6. ，
7図 8図 9臼
というメニューが表示される。

=>希望する中塗りパターンに応じて.メニューシートの回~図の項をヒットする。闘を

ヒットすると中塗り無しの舗郭臓のみの図形を表示できる。

141 ‘中塗り色? I困 2回 3回 4困 5回f
というメニューが表示される。但し.!3Jの中塗りパターン週択の時. 0 (中塗り無し)が

選択された樋合ICは.とのメッセージは表示されない.

=>希望する中盤り色に応じて.メユ且ーシートの田~図の項をヒットする。

-10-
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(5) 円の泌合は.

‘f1Jの中心.~.\.円町上のp誌の周回 IC デー習を入力して下さいJ

抑円のnlt)は.

‘術円の中心点，長州交Alt，総制1交11iの剛ICデ-9を入力してドさL、J
14，1形のt"lt，-I:i. 

‘'~，1形.~I心. 111姐のtfj点. Ij'J!.¥. 終，，'.¥の削ICヂ-9を入力して下さL、J
l<Jj形のJ易合(;1.

‘ !<JiH.!の J，: ド隅.:ti・ l~'隅の，，~\を入力して下さい。'

多角形の掛合l:i.

‘多fl!形のJ1iJ:.¥の曲線をプロット附l'入力して下さいJ

というメッセージがそれぞれ表示される。

円〉メッセージIC従ってデータ点をスヲイラスベンで順次入力する。入力が終了したら.

メニューシートの区亙回の項をヒットする。

(61 画面上に図形が表示され.同時に.

‘1線橿 2繍色 3中盤わバターン 4中塗り色 5データ入力 6終了'

という修正モードメニ:.""ーが迎示される。

=> 2J.示された図形の倫明l線の積額を変更したい樹合は.メニ a ーシートのm. 線色を~

挺したい場合は[21..!J!1!りバターン往・変挺したい嶋合は悶.中贈り色を変更したい織合

はL4J.また.データ，，'.¥を入れ砲したい掛合l:il町の羽をヒットするo [JJの項をヒ・y トする

と.凶形データが畳録され， ヨマンド入力毛ード/，民る。

4. 1. 3 センタシンボルの入力

図形種入力モードの時.メニューシートの|センタシンボル|の須をヒットした編合の処理

手順を以下IZ::示す。

111 ‘シンボル種? 00.1・.2<> .3・.4ロ.5・.6Co.7A .8x .9+.' 
というメニューが.まず表示される。

=>希望するセンタシンボルに応じて.メニューシートの回~回の項をヒットする。

(21 ‘シンボルサイズ?・ .2・.3・.4・.5・.6・'.7・.8..9.... 
というメニューが次に表示される。

劣〉希望するシンボルサイズに応じて.メニューシートの囚~固の項をヒットする。

(31 ‘シンボル色?・ fl1Q.2・{膏).3・<.).4・{紫).5・{貧).'
というメニューが表示される。

ー〉希望するシンボル色に応じて.メニューシートの田~回の項をヒットする。

(41 ‘プロットする点の順"データを入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

弓〉センタシンボルを表示する点を，スタイラスペンで順次入力する。入力が終了したら，

メニューシートの区五回の項をヒットする。

-11-
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(5) 入力したデーヲ点上にセンデシンボルが表示され， fi;]時に.

‘lシンボル積， 2シンボルサイズ， 3シンボル色， 4デーヲ入力， 5終了'

という修正モードメニューが表示される。

==.>表示されたセンデシンボルの楠矧を~lI.!したい刷合 1;1;， メニューシートの111，シンボ

ルサイズをra!l!したい場合は121，シンボル色を変則したい場合1;1;， 131のI(iをヒッ卜する。
また.センタシンボルをw.示するヂ』タ)!，tを入れiI:t.したい場合1;1;， [4)のliiをヒッ卜する。

151のIJiをヒットすると，閃形データが段蝕され， コマンド入力モ『ド ICl~ る。

4. 1. 4 エラーパーの入力

凶形相人カモードの時.メニA ーシートの区三三コの刷、ヒ Yトした胎の蜘酬

を以下に示す。

日) ‘エラーパーの種領? I ! ' 2同 f
というメニューが.まず表示される。

キ Y舶に平行なエラーパーを表示したい掛合は.メニューシートの田の項を， x舶に平
行なエラーパーを表示したい掛合は.聞の羽をヒットする。

T T T T T T T T T.  
(21 ;..三和的醐?0全， I全 .2t.3士・ 4.2' 5里，61， 7 i・81，
9 + ， というメニA ーが.次IC漢語tされる。

弓〉希堕するシンボル帽に応じて.メ品ューシートの[01-[91の項をヒットする。

間 ‘エラーパーの制? I I ' 2 I ・3I'，.!， S!，6!・7重， 8重・ 9重
というメニ A ーが，滋示される。

弓〉表示したいエラーパーの繍緬IC応じて.メニューシートの凹~聞の羽をヒットする。

ω) ‘エラーふの色? l!伽・2!<膏}・3!<繍}・.!<無}・5I<輿):
というメニ A ーが表示される。

弓〉希望するエラーパーの色IC応じて.メニA ーシートの回~回の項をヒットする。

(51 ‘エラーパの上{左}鏑.中点.下(右}舗の点を人カして下容い。'

というメッセージが表示される。

弓>(11のエラーパーの種額ω選択の時， Y舶に平行なエラーパーを選択した楊合は.エラ

ーパーの上鎗.中点.下輔の点を噸に入力する。 X紬IC平行なエラーパーの左鋤，中点.

右舗の点を願11:入力する。

tim 
(61 画面上ICエラーパーが表示され，同時に.

‘1入力継続， 2入力修正 3入力終了'

というメニューが表示される。

-12-
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=>・メニ zーシートのJlの羽をヒットすると.

他のエラーパーを続けて入力できる。

・メニューシートの12Jの閣をヒッ卜すると，

itilliJlC入力したエラーパーの表示がirJぇ.デ-9i!.(の入れir(しができる0

.メニ A ーシートの13]の明をヒッ卜すると.

エラーパーのデ-9入jJをUj'する。

171 l1il記(61でメニA ーシートの(31のlJiをヒット 3れると.

‘1エラーパー欄 2シンボル開 3綱 4色. 5ヂ-9入力 6終了'

という修正モードメニ aーが誕示される。

=>表示されているエラーパーの騎矧， シンボル種.制.色守Fを~~したい場合1;1，対応

するメニューシート上の111-[4]の項をヒットする。また.滋示されている L ラーパーの

データ点を人れ出したい場合は.出]の腐をヒットする。但し15Jの項をヒッ卜すると.表

示されているエラーパーが全て消えるので.データ点を雌初から入力し倒す必要がある。

メニューシートの聞の羽をヒットすると.悶形データが畳録され.コ 7 ンド入力モード

IC反る。

4， 1. 5 矢印の入プJ

附畑入力モードのH.~，メ日ーシートの医回の羽いけした綱合の酬手酬を以下
Ic示す。

(1) ‘矢印の割削? I~ 2<  

というメユ A ーが，まず1.(示される。

=>週常の矢印を表示した嶋合は.メユ A ーシートの白の項を.矢尻のみ表示したい11合

は白1の項をヒットする。

(21 ‘矢尻の角度?ー~2 ←'， 3←'.4 ←'.5 ←'.6 ←.7←'.8←.9←
というメニューが.次IC表示される。

=>希望する矢尻の角度Ic応じて.メニ A ーシートの回~園の項をヒットする。

(31 ‘矢尻の長打 l ー'.2 ←， 3←.4 ←.5←.6←.7千'.8モ.9~:
というメ品 A ーが.表示される。

ー〉希望する矢尻の長さに応じて. メニaーシートの田~聞の項をヒットする。

(41‘矢印の色?‘一{廊).2‘一{膏).3‘ー岬).4‘一{鴛1.5‘一{興れ"

というメニューが.表示8れる。

弓〉希望する矢印の色に応じて.メニューシートの囚~回の項をヒットする。

(51 ‘矢印の始点，終点の順IC入力して下さいJ

というメッセージが.表示される。

弓〉矢印の始点.終点のデータを入力す.Qo111の矢印の種績の選択の時，矢尻のみの表示

を選択した場合も矢尻の向きを決める都合上，尻町の始点.終点IC対応する点を入力す

る必要がある。

-13-
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メ¥①ア¥①
， .， 

え ¥①人①

161 1~líífli!: r.:矢印が表示され.1，，1目指1':.

‘1入力継続 2入方修正 3人tJ終了'

というメニューが表示される。

ー〉・メニューシートの[lJの項をヒットすると.

{自の矢印を続けて入力できる。

・メニューシートの聞の項をヒットすると.

ia前に入力した矢印の議示が消え.データ点の入れ白しができる。
.メニ」ーシートの [~Jの項をヒットすると.

矢印のデータ入力を終了する。

(7) 例記(6)でメニA ーシートの凪]の羽がヒットされると，

‘I ，司額 2矢尻向 3欠尻島 4色 5データ入力 6終了'

という修正モードメ品 A ーが表示される。

中表示されてh、る矢印の"噸.矢臥の向度.1詰.矢印の色等を裂吏したい刷会11..対

応するメニューシートの回~回の羽をヒットする。また.表示されている矢印のデータ

』討を入れ直したい掛合は.国の項をヒットする。但し.[国の項をヒットすると.袋示さ

れている矢印の議示が全て消えるので.デ-'1点を.初から入力し直す必要があるoメ

ニューシートの聞の項をヒットすると.図形デ-'1がn録され.コ 7 ンド人カモードIC
戻る。

4.1.6 スケールの入力

CATSで入力可能なスケールには.図4.lIC示すように線型舗と対敵紬がある。

e線型紬

e対致柏

¥悦
図4.1

-14-
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関4.1 1ζぶされるように.スケールのおぶには多くのデータが必')ltとなるため.入力手11聞も

飽雑である。同，1.21Cスケールjこ必療となる入力デ-9構必ーをぷす。

~4目 2 rζぶされる入力デ-9採りに従って入j}.HIiiを以ドrc'J~す。

1 . If. ~"i ---，ーー 1. ~陸棚紬祖
十一-2.鴎繍軸色

←-3.ヂータ入力 (3) 
」ー-1¥.終了

)
 
l
 
(
 (2 ) 

2.目盛線一ーァー1.目盛繍樋 (4) 

トー-2.目..畏 (5) 

トーー 3.目盛線色 (6) 

←一-4.データ入力 (7 ) 
」ーー 5.魅了

3.. !l目盛織 (9 ) 

ズ

カ

置

イ

入

位

サ

色

タ

値

値

値

-

了

歎

散

散

ヂ

晶

軒

下

E

• 
敵

5.魅了

図4.2 スケールデーヲ栴盗

(1) ‘座棟紬の種顕? 1 X線形紬. 2 X対数軸. 3 Y線形軸. 4 Y対敵紬'というメニュ

ーが.まず表示される。

弓〉座標紬としては. X紬.Y紬及び線形紬.対敵舶の入力ができる。希望する鹿傍舶の

種耳目11:応じて.メニューシートの回~囚の項をヒットする。

(2) ・線色? 0 (傭色J，1 J.主1-， 2.J.豆L，3J.旦1-， 4J.主1-， SJ.旦)

というメニA ーが次11:表示される。

弓〉希望する座標値の色11:応じて.メニューシートの囚~固の項をヒットする。

(3) ‘座標軸の始点及び終点を入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

ヰ〉下図の①，@の点をスタイラスベンでヒットし，入力する。
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①/"J  

(<11 X制IJのJ絡の

• 11酬の崎町17 1...1ー・ 2T.  3十.・
Y耐11のl舗の

"U酬の酬?ト.2十3+.・
というメニ aーが品V{;される。

=>ここでは.日盛線を国i仰舶のどちら 0/1/lc8~人するかを指定するo al開舶のt付j)O/I} 
Icl::l盛線を記入する場合li. メニューシートの111のIti.下(1J正)側ICs己人する喝伶は121.

6f額制lをっきぬけた臼盛線を紀入する掛合は[3]の羽をヒ p トする。

(51 ‘目盛線の長さ 7 '__.2ー」・3ー」・4ー.L.....5 ーL.6 ーL.7 --L .8 -L~
9-L:というメニューが表示される。

=>希守!する目盛線のi是さに応じて. メ品 A 四シートのIfJ-[9)の羽をヒットするa

(61 ‘t1峰線の色? J...l-(亦J.2...l-(膏J.3...l-(，，)， ~...l- (~). 5...l-(貨 1.• 

というメニ A ーが:;;';1;される。

E令荷守1するtl盛線の色IC応じて.メニ A ーシートの(JJ-15)の羽をヒットする。

(7) ‘[J峰臓を記入する点のうち舵小点と般大1.'.¥の位{買を入力して下さ L、。'

というメ.~セージが炭示される。

=91品目盛線も合め. 目a織を記入するjjlU砲の品目を入力する。(下図①.@の点}
・目盛線は何本記入しますか?テンキ・・で人1Jして下さいJ

というメッセージが.IXIC表示される。

弓〉段目盛線も含め.a[!入する目盛織の本散を.メニ A ーシート上のテンキ四で入力し，
以後ICI SETIの項をヒけする。(下図の例で附.ISETIの剛ICスタイラスベン
でヒットする。

J y 
(注〉 長目盛線.数値は.上記で定穫した目盛位鹿児し;か紀入できない。

(81 目盛線の入力が終ると，

.形軸の場合は.

‘長目盛線を記入する. Yes or No l' 

というメッセージが表示される。

今長目盛線を記入する場合比メニf シートの[Yes]の項.そうでなげれ11.匝ヨ

-16-
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の却をヒッ卜する。江田の項をヒ y 卜した場合は.自由参照)

対敵制lの場合は.lえ目盛の点示はできなL、。(目。参照)

*以ドi叫 u酬 ((81で町メニューシートの巨ヨの1Jiがヒ y 卜された附}の馴刊li'i

をみJ;す。

191 ・WJ盛 jC~.~叫する ti 盛(\7. i刊を入力して下さ L 、。'

というメッセージが公示される。

=>μU!lijC ~!J.!する臼!Ii/立問を. ス空イラスベンで刷次ヒットする。ヒットされた目盛
{例制酬州示される。入力を終了する場合は.メニューシートの区五回

のlfiをヒットする。

日団 長目盛線の入力が終ると，

‘目盛(数値〉を記入する. Yes or No ? H 

というメッセージが表示される。

=>数値を記入する場合札メーシートの困の項.そうでなければ.困の項

いけする。(困の項をしトした場合は.as参照〉
*以下に酬の記入 (ωでメニューシートの困の項がいされた湖合}の畑

手献を示す。

仰 X紬の場合l;t.

‘数値を記入する位聞は.座標舶の l下側 2上側'

Y触の場合j;t.

‘数値を記入する位置は.座標軸の1左側 2右側'

というメニ A ーが表示される。

=>数値を座標紬のどちら側IC記入するかにより メニ昌一シートの囚あるいは図の項を

ヒットする。

ω ‘記入する数値の大きさ? 10 2D .30.40.50.S0.70.aO.90: 
というメニューが表示される。

弓〉希望する数値の大きさにより.メニューシートの田~図の項をヒットする。

u ‘記入する数値の色? 10 (鼻).20(膏).3 0 (舗).4 0 (鴛).5 0 (貨}.'
というメニューが表示される。

当〉希望する数値の色により メニューシートの田~固の項をヒットする。

ω ‘数値を記入する目盛位置を入力して下さいJ
というメッセージが表示される。

弓〉数値を記入する目盛位置をスタイラスベンでヒットする。

‘記入する数値をテンキーで入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

=>メニューシート上のテンキーをスタイラスベンでヒットするζとにより，数値を入力

し最後にISETIの項をヒけする。
例えば. 1. 0の場合は.四回匡亘の廟IC，10→の梅合は，園田回匪Eの順
ICヒットする。
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*数備の入プJが終ると.闘樹上IC数値が表示され，

.数値を記入する目盛位慣を入力して下さL、。'

というメッセージが再度表示される。

=:>敵鮒記入位i司法ぴfj(似を順に入力する。入力を終了したい時は，~綱紀入(，'1.i肉入力の

時.メニューシートの区亙罰の明をヒッ卜する。

09 敏似の入力が終ると.

‘11車開ftll，2目盛線， 31退団盛練， 4敵倒， 5終了'

という修正モードメニ品ーが~示される。

ベ〉
i)陸僚舶データを修正したい場合l:t， メニaーシートの田の項をヒットする。

‘1座標軸種， 2座標軸色 3データ入カ 4終了'
というメニューが表示される。

中修正したい座標紬データに応じて.メニューシートの凹~聞の項をヒットする。座

標軸データの修正が終ったら回の項をヒットする。

ii) 目盛線データを修正したい繍合は.メニューシートの回の項をヒットする。

‘10盛練積 2目盛線長 3目盛練色 4デ-9入力 5終了'

というメニ品目が漢示される。

今修正したい目盛線デ-9'C応じて.メニaーシートの日J-凪]の項をヒットする。目

盛線データの修正が終ったら凶の項をヒットする。

iii)長目盛線データを修正したい編合li，メユaーシートの回の項をヒットする。線形舶

の掛合li，データ入力のメッセージが表示される。

中長目盛'C変更したい目盛位置を入力する。
対数紬の嶋合li，エラーメッセージが表示され.修正モードメニaーが再表示される。

(対数軸には，長目盛は表示できない。)

iv)数値データを修正したい樋合は.メニ品ーシートの回の項をヒットする。

‘1数値位置 2数値サイズ 3数値色 4データ人カ 5終了'

というメニューが表示される。

=>修正したい数値データIC応じて，メニ品ーシートの囚~団の項をヒ 'Y卜する。数値

データの修正が終ったら，国の項をヒットする。

V)何も修正する必妥がない樋合は.メニ品ーシートの固の項をヒットする。図形データ

が登録され.コマンド入力モードIC戻る。

4. 1. 7 パターンの入力

図形種入力モードの時.メニューシートの I ，，~~-ヨの項をヒけした晦合の処理手順を
以下に示す。

パターンを図形中に埋め込む嶋合には，事前ICバターン盈録コ 7 ンドによりバターンデータ

を定穫しておく必要がある。バターン登録の方法は. 4. 12節バターン畳録コ 7 ンドの項IC示

しである。

-18-
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(1) . ，ぜターン需サ1<:続き SETを入力して下さL、。'

というメッセージが.ます点示される。

中側め込みたいパターンのバヲーン採りを.メニューシート 1:のテンキーをヒ"トする

ととにより入力し.酬1<:ISET!いけする。
(2) 閃4，3のような訓示が/11る。

中 i由i(fli.1:のフリーカーソルをm;大.鮒小. NIII] り.イ illl] り州、・fHかのl~ll~i まで作動し.

スタイラスベンでヒ γ 卜すると.パターン阿形の賄側変慣ができる。賄側資慣を終了L

たL、II!;は， 1曲Ijllli.lニの終fの明をヒットする。

、・・ ~ ':Ji 

....・.'

悶 4目3 バ F ーン

(3) ‘パターン画面上の任怠の点及び.その点の平行移動後の位置を入力してFdいJ

というメッセージが表示される。

今国4，4の①，②の点を順応入力すると.②の位置にバターン図形が温め込まれる。

-・ Q.36

，ー・".. ・

図4.4 バターンの埋込み
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(41 ・1入力継続 2人'})修正 3入力終("

というメニ A ーが.'.:;.'J~ される。

ヰP ・メニ A ーシートの1I1の羽をヒットすると.

パヲーン側形を続けて入力できる。

・メニ.. ，，-シートの12iのItiをヒットすると.

.r{附 IC.入内したI~~ 由ン飼育i のJ，J. 'J;がìI'lぇ. デー ~l.lの入れ.t:l しができる。

.メニ品目シートの131のltJ.をヒットすると.

パ9ーン閃形のヂ四，人")1を終rする。
(51 ・If:~l和. (I~伝的 2 平行移動. 3終了'

という.修正母ードメニ A ーが;&ぷされる。

=タバヲーン凶形の{:}辱1・閲転角を修正したければ，メニ aーシートのfnの項を.表示位

i'iを変則したければ121の岐をヒットする。但し.問あるいは聞の碩がヒットされると.

入力したパターン凶形の災示が全て消えるので.データ点を.初から入れ直す必要があ

る。何も修正する必要がなければ.メニューシートのl31の項をヒットする。図形データ

がQUされ， コ7 ンド入力号ードIq足る。

~. 1. 8 文~fの人'1)

阿形附人カモードの休 μAーシ』トの巨自の閣をヒ・けすると.文字毛ードになる。

文字モードIC.t;. .， たら以下のメッセージfJl， 刷次~示8れるので対応する自慢作を行う。

UI r文'r.の先鋼位姐を入力して下さい.J
争文字の先馴位掴まで11-ソルを動かし.スタイラスペンで先頭位置を入力する。

(21 r文字梱及ぴ文字を刷，c.入力して下さい」
とのメ γセF ジが表示志れた後1:，文字種.文字の入力だけで江<，第s章 (5.1 )から
(5. 19)までの全てのコ7 ンド(図3.1文字編集コマンドメニュ-.照〉が入力可能とはる。

文字の入力の浴中でも文字色.文字サイズなどの指定は可能である。

4.2 修正コマンド

コ7 ンド入カモードで.メニューシートの直E何事 Jットした幼合の処理手順を以下
/1::示す。

(11 表示されている各図形11::，図形番号が仮られ

‘修正する図形番号11::畿色 rSET Jを入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

争修正したい図形の図形番号を，メニューシート上のテンキーをヒットするととにより

入力し雌IC.匡Eの項をヒけする。
(21 入力した図形番号に対応する図形が消え，

‘図形種を「単結」から「文字」までの中から選択して下さいJ

というメッセージが表示される。

争追加コ 7 ンドの図形種入力モードと悶績に.修正後の図形種をメニューシートの匡冨

-20-
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~区百のtドから選択する。

i)修正前とlii)じ似l形績が選ばれると.修正jJilの阿形がjlj表示され.同時に.修正モード

メニューが袋)j;dれる。

例えば， 11\納の地 ~ICli ，

‘J I隙柑 2線色 3データ人"JJ，4終r'
という修正号ードメユ A ーがお'I;dれる。

今~ 'Jl. 'J; された阿形の線"を変挺したいtM合，~. メニューシートの川のIJi，隙色を~\L!

したい ø!j，~， I~I，データ点を入れ出したい"は， [31のIJjをヒットする。1.41の羽をヒッ

トすると.~形データが再登録され.コマンド入力号ードに民る。

他の阿形帽が選択された地合も/Jl憾の処埋ができる。詳細は. 4. I節追加コマンドの，

各国形揮についての修正号ードメニ品ーの説明文を怠照の事。

ii) 修正前と興る図形種が迦ばれた場合の処煙は.追加と同じ処煙になる。 4.J節追加コ

7 ンドを#M{の明。

4.3 削除コマンド

コマンド入力←ドで.メニf シートの園田の項をヒットすると.表示されている各

図形に問形需リが阪られ.

‘削除する図形寄りに続きrSETJを入力して下$いJ
というメッセージが表示される。

中削除したい図形の図形番号色メ品品ーシート上のテンキーをヒットする ζとにより入力

し.雌'cISETIの項をヒットする。
入力した図形書号IC対応する図形が削除sれる。

4.4 リペイント・コマンド

コマンド入力モードで.メニューシートの巨三-{:.-1-1の項をヒけすると.入力した図

形が滑曾表示される。但し.ζの場合は座棚変換コ 7 ンドによる座練度倹量は無視される。座

標変換量まで含めた.清.表示 ICI~金表示コマンドを使用する。

4.5 用紙セ守トコマンド

タブレット上IZ:原図を斜めに置いたまま.庫銀紬等を入力すると. D-スキャン'C表示され
る座標軸も斜めに表示され，画面の持つステアケースのため.表示が汚くなる。用紙セットコ

マンドにより，原因のX-y紬と.Dースキ+ン画面のX-y軸を一致させる必要がある。

コマンド入カモードで.メニ f シートの国E工日の項引けすると，
‘基準点を入力して下さいJ

というメッセージが表示される。
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争まず.院i閃の水平(あるいは手直〉線上の IJ，'，¥をス 9イラスベンでヒットすると. D-ス

キャンi局面LtlC入プ'JI~tを中心に X-y触が表示される。次に. If， i凶の水平{あるいは if~lm

線上の他の1点の上までステイラスベンを移動させる。 D-スキャンl曲jiljiJ:IC.j ・~(:のカーソ

ルが~;í; されるので.このカーソルが， ithi耐 j:IC~ぶされている X-y制!と噴るように .1);1

凶をlul転させる。
水.IJ"o ili:tl'( lil;l)がー敵したらo /l;i飼いプレ yト叫，t:.gL. メ ι品目シート(})区1J'~ { I 
のIJiをヒットする。

u ハードコピー・コマンド

コマンド入力モードで.メニューシートの|ハードコピー|の羽をヒットすると， j曲ijlfjjのハ

ードコピーを取れる。

4.'1 メマシz表示/消去コマンド

コ7 ンド入力モードで.メニ aーシートolメッシュ浪示|の碩をヒットすると， jl剖lui上iζ
関4，51C示すようなメッシaが表示される。 lメッシュ消去|の羽をヒットすると，メッシュが

消去される。

‘ 

• 
• 
， 

• 
11 

.. 

.!・

， 

a・

コマンドを『造量目Jから『綜7U1'の中から週棋liT害、、
図4.5 メッシュ表示
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こζで表示されるメッシaの間隔は， 5.6.4 ②に示される文字サイズ4.2 x 4目 2mm(文字

“自民11:おいて文字:サイズを指定しない地合〉の 1/2になっている。メッシュが浪示されている聞

は.スタイラスベンの入プJI.'，\ としては厳も近いメッシュ点が保則される。このことを~'IIII すれ

ば.

01 干ぶれのない点入力がilJ胞であることから，>I'.ii， Ifi;仰な也鰍の人プJが科"になる。

(21 ドット問削が棚棚文字サイズの 1/2であることを利IUして下凶11:示すように哉の作成が

できる。
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....コマンド
目……ン川川トド.入カ肘炉町号←い刊-叶イlド閃J

ドとなり.表示図形の座標~倹ができる。但し.見出し文字モードで入力した文字は.直線変

換の対象とははらはも、.

以下11:，座聞蜜自民モードでの. コマンドの使用法を示す.

座冊目E換号ード10.ると.

‘庫銀蜜倹終了から平行移動までのコマンドを入力して下さいJ

というメッセージが表示される.

4.1 

弓〉

j)団自の項をヒットすると.図形州。回転して献される。

ii) 庄司の項いけすると.

‘縮小表示する領地車の左下隅&.び右上隅の点を入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

中メッセージ11:従って2点を入力する。

入力した2点で定畿される長方形の傾犠杭画面全体11:鉱大されて表示される。

恥直Eの項いけすると.
‘縮小表示する領域の左下隅及び右上隅の点を入力して下さい。'

というメッセージが表示される.

弓〉メッセージ11:従って2点を入力する。
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入力した 2... '.¥でill縫される長方形の傾域に.I白ijlfli全体が縮小されて表示されるo

iv) ~豆図の恥ヒットすると.
・阿形の1< ;J~IINt (() I -B. 0)をテンキーで入力して下さい。'

というメッセージカ<JJ.示される。

ウメ日ーシート 1:のテンキーで.制するル.[;仰を人;1)L.酬に匪Dを人;1)
する。 1'¥L. 乙 ζで入力するms事\1;1.，現イ1:の~;J;IC:対する倫中で11fi. <. Ilil閃Ic:対する
的中を入力する。また. このコマンド-1-~hすると.IJI.H移動鑑11 ， 。クリ γされる。

V) 五重量の刷れッ卜すると.

‘桝rfli上の任意の ÎA&ぴ.その111，，(の平行移動後のltを入力して下さいJ
というメッセージが&ポされる。

ベ〉メッセージ IC:従って 2l，\~入力する。

入力した2li.で・定筏される畳だけ.平行移動された図形が説示される。

vj) ~J の項いけすると.醐醐量が初期化され.原図時寸の図形が表示
される。

ゅ 「亘語頭illの明をヒットすると.醐変換モードを終了し:3''7ンド人カモード
IC:L足る。

4.目 見出し文字モード・コマンド

図形を堕標密検した後，創の説明X等を入力するのに.処出し文字が使える。(見出し文字

は.直繍度換の対象とは弘らはい0)

ヨマンド人プ:←ドで.μfシートの|見出し文字モご司の項をヒットすると.見出

し文字モードとなり.見出し文字の入力及び.修正ができる。見出し文字モードでの錬作方法

は.文字モードと問じである。鮮細は.文字入力録作手引の項IC:示しである。

".10全表示コマンド

ヨマンド入カモードで.メニ f シートの匡蓋]の恥包 7卜すると.醐変換後の図

形が清書:¥iカされる。

4.11図書Eデータフ7イル・セマト・コマンド

コマンド入力モードで，メニ昌一シートの|図形データフ 7イルセット|の項をヒットする

と.

‘データの77イルへの登録I乱 Yesor No ? 

という確認のメッセージが表示される。

中図形データを77イルへ登録する椙合札メニューシートの巨ヨ，そうでなげれは

匝司の項をヒヲトする。
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4.12 I苛ターン登録コマンド

コマンド入力モードで.メニューシートの|パヲーン{1.鰍|の碩をヒットすると.

・1ill加 2修正 3削除 4終了'
というメニューが必示される。

i)新しいパヲーンを股蝕する地合li，メ・ユューシ E トの111の偵をヒットする。

‘コマンドを「追加JJから「メッシ品川去」及び「終fJのtゃから選似して・ドさいJ

というメッセージが5示Sれる。

=.>ζの後の処111ま.関形デーヲ入力の時とfiljf置にできる。

Ii)既存のパターンを修正する場合li. メニューシートの巴lの項をヒットする。

‘パターン番号，c:続き rSETJを入力して下さいJ

というメッセージが表示される。

=>修正するパターンのバターン醤号を. メニューシート上のテンキーで入力し，般後IC:

15ET]の恥ヒッ卜すると.

‘コ 7 ンドを「追加」から「メッシ A 消去」及び「絡了」の中から選択して下さいJ

というメッセージが表示される。

=>乙の後の処却は.図形データ入力のItfと同織にできる。

耐〉既存のパターンを削除する栂合は.メニューシートの聞の項をヒットする.

‘パターン寄りに続き rSETJを入力して下SいJ

というメッセージが表示される。

可〉削除するバターンのパターン書号をメニーーシート上のテンキーで入力し，AI:後，C:

区西の恥ヒットすると.入力したパターン軒，C:対応するパトンが削除され

る。

iv)メニーーシートの囚の項をヒットすると.パターン登録モードを終了し，コ 7 ンド入力

モード，C:戻る。

注}パターン図形入カ時，C:使用できるコ7 ンドは以下の通りである。

(1)追加;図形要素の追加(新規作成〉を行う。

(21 修正; ・ 修正を行う。

(31 削除; ・ 削除・

(41 リペイント ;入力したパターン図形を滑・a示する。
151 周紙セット ;原因のX-y紬をDースキャン画面のX-y柚IC:一致Sせる時，c:使用

する。

(61 ハードコピー， D ースキャン画面のハードコピーをとる時IC:使用する。

(71 メッシ晶表示， Dースキャン画面上IC:メッシュ点を表示する。

(81 メッシー消去， Dースキャン画面上IC:表示されたメッシュ点を消去する。

1鈎 終了;パターン図形の入カを終了する。

注】パターン図形入力時同.I ~~?-ヨ以肌外の咽図形開種が湘図形肘デ-タ以入カ加時と凋同機伽lにE
用できる。
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4.13パターフTイ11.・セマト・コマンド

コマンド入力モードで.メニ"，-シートの|バターンファイルセット|の羽をヒットすると，

‘パターンデータのファイルへの登録は. Yes or No ? • 

という硝必のメッセージがt提示される。
ロ〉パトンデサをファイルへ附する場合は.メ品「シー同巨召そうでなければ

~の羽をヒットする。

4.14縫7コマンド

コマンド人カモードで.メニューシートの直己の項をヒットすると.

UI 入力した図形が清書表示され.

‘データのフ 7イルへの登録l;l， Yes or No l' 

というメッセージが.まず表示される。

=>図形データをファイルヘ掛する樋合l孟.メニzーシートの[Je!lを.そうでなげれ

ば困の項をヒットする。

(21 バターン図形が表示され.

・バターンデータのアァイルへのft録l;l， Yes or No '/' 

というメッセージが表示される。

=>パターンデータをファイルへ鐙録する胎は，メユ A ーシートのIYeslを. そうで
仰れば図の項をヒットする。

(31‘処理が終了しました。キーボードの「復帰」のKeyを仰して下さいJ

というメッセージが表示される。

=>キーボード上の直Eのキーを仰すと， CATSは終了し.トスキャンI;lREADY
状態になる。
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5. 文字人 1J棟作子引

CATSで使111しているワードプロセッサーは.科学館術IIWi'"どに対応でき φようにr[.i:;:

ゆ機能を.また阿形の'IIIC:(J:患の{世間，~示的， sc*サイズで文字IJ''JJ.i!;できるように2.8tt
'C: ll;すような多"の機能をI~ 弔ている。本章では.ζ れ等の織能を'11111すためのえty.入力側作

コマンドについて併説する。

5.1 :A:牢位置入力コマンド

ζのコ 7 ンドは.既存する行の先頭又は新たに文字を入力したい位贋ヘカーソルを股定する

ために使用する。

5.1.1 新鈍行入力位置の指定

視存するn以外，C:新た附{文字列}の入力を行はいたも岨合医司あるいは lカーソ哨定|
コ7 ンドを術)l!する。 ζれにより.カーソルがフリーカーソ，...C:.わり.スタイラスベン，C:エ

コ・・し白11J/C:動かせるようになる。

ζ のI~文字の入力したい位置{文字が禽示$れた嶋合文字のti.下1c:1t当する地点}ヘカーソ

ルを移動し.その地点でタプレットをスタイヲスベンIC:より包ットする.

5.1.2 既存行の指定

現在カーソルのある行以外の行の修正を行ないたい嶋合には， 5. 1. 1と同織の方法によりカ

ーソルをフリーカーソルにし.修正を行ないたい行の先頭文字IC:カーソルを合わせ.その位置

でタブレットをヒットする.

ヒットする位置がずれて厩存行の先調文字と2・8れなかった嶋合は新しい行の入力位置と
見なされ.既存行の修正は行われはいので注怠が必要である。

5.2 文字色指定コマンド

ζのコマンド比現在カーソルのある行の文字色を変更したい時IC:使用する。度重〕コ

マンドをヒットすると.画面上IC:.

文字色? I赤. 2育 3緑.4紫. 5貨

というメッセージが表示される。

指定したい文字色に応じてメニューシートの囚~回の項をヒットする。
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5.3 書式形式指定コマンド

乙のコ 7 ンドは.入力する文字の禽式形式(縦樽き.横目守き)の指定をfjt.;.うものである。

tl;iliの対照は以下の通りである。

5，3， 1 縦i守きコ 7 ンド

このコマンドは.過常備・きで膚かれるものを.繊曾きIcflii.i!するものである。

5，3，2 繍i呼きコマンド

ζのコ 7 ンドは.一11縦曾きに指定された行(文字列}を叫ぴ繊書きIC民すものである。

5.4 表示角指定コマンド

ζのコ 7 ンドは.行の表示角度を指定するのに周いる。角度指定は次の手順IC従って行う。

①巨主回コ 7 ンドをヒけする。

② 向度の入力を行なう。

(例 1)30 を指定する場合

131 ~ 
の削ICコ?ンドをヒットする。

(例2) 150を術定するtI合

ITJlSJ I ~ ETI 
の順ICコマンドをヒットする。

(例3)7.3・を指定する渇合

問問[iliJ
の願にコ 7 ンドをヒ vトする。

5.5 表示角度変更(表示角度右・り.表示角左・り}コマンド

乙のコマンドは.行(文字列〉の表示角度を変更するために周かる。 ζのコマンドを一度ヒ

ットする毎IC表示角は5度づっ変更される。

5. 5. 1 右廻りコマンド

乙のコマンドは.現在カーソルのある行の表示角度を右回り(文字の下方行.縦書きの嶋合

は.左方行)IC変更するためのコマンドである。

5.5.2 左廻りコマンド

ζのコマンドは.現在カーソルのある行の表示角度を左回り(文字の上方行.縦書きの場合

は右方行)IC変更するためのコマンドである。
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o 尚. 乙の表示角度変更コマンドは.スタイラスペンでコマンド上をヒットし続けてい

る問角度を変更しi腕け.その行の文字はディジタル式11:表示しisされる。

5.8 文孝サイズ指定コマンド(文字鉱大コマンド.文掌・小コマンド)

乙のコマンドは.現在カーソルのある行(文字列)の農示v.:字サイズの指定，又は~証!をfi

なうためのコマンドで，文字鉱大，文字傭小の2つのコ?ンドがある。

文字サイズ(文字高e!r:，文字聞の!U)には， 通常サイズと間防サイズ，英敵*サイズがあ

る。.i/J常文字とli，凶 5.111:示すような文字と文字の間へ間隔を置き表示事れる文字の乙とで

ある。これに対して.問胎文字とは文字と文字との聞に間隔を置かずに畿示される文字である。

. ~ .:1 .:J IIJ 
(1.7x2.0) (2.5x3.0) (3.2x3.8) (4.2x5.0) (6.8x7.5) (]3.6xI5.0i 

般小サイズ
1Il!1t (rrm) 

図5.I 通常.聞結文字サイズ

英敏文字サイズは.文字聞の畏事が.英敏字を表示した樋合間延び』ないように，さらに聞

を踏めて出力される。英敵字のサイズは大文字.小文字で. また小文字の中でも文字によって

多少異な弔ている。後述する添字lま，鵬文字のサイズによって閲6.211:示すように各々サイズ

が決められている。

脱文字 サイズ (rrrn) 添字

1. • (].7xI.7) ーーーーーー (].7x1，7) • 
2. • (2.5x2.5) 一ー一ーーー (1.7x!.7) • 
3.亜 (3.2x3.2) ーー一一一一 憂 (2.5x2.5) 

4.亜 (4.2x42) ーーーーーー 量 (3.2x3.2) 

5.亜 (6.8 x 6.8) ーーーー一一 E (4.2 x 4.2) 

6亜 <l3.6x13.6) ーーー一ーー 亜 (6.8 x 6.8) 

図5目2 添字文字サイズ
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5.6. I 文字鉱大コマンド

乙のコ 7 ンドは.現在カーソルのある行の文字の表示サイズを.現在表示されているサイズ

より大きくして表示するもので.区亘因を.スタイラスベンでヒットし続けるnn.上Ii:!
の範囲内で鉱大しi院砂る.

5.6.2 文字縮小コマンド

このコ 7 ンド lõl，現在カーソルのある行の文字の讃示サイズを.剖(E~示されているサイズ

より小さくして表示するもので，区軍司を.スタイラスベンでヒットし続ける間.上記

の範凶内で縮小し続ける。

5. 7 入力文寧の.頗鍋定

ζのコ 7 ンドは.入力する文字を5.6.4で大別した3糧の表示担額の何れで表示するかを指

定するコ 7 ンドであるe

また.添字については文字に対しどの位置へ表示するかの指定も行なう。

5.7. I 通常文字コ 7 ンド

このコ 7 ンドは.一度他の入力文字欄頗コマン 1:を徹底した後.再び通常文字での入力を行

ないたい頃合Icmいる。

入力文字掴の週択コ 7 ンドをヒ ')1トし抱ければデ皐フ tルトとして過常文字が週ばれている。

5.7.2 間結文字コ?ンド

乙のコ?ンドは文字と文字の聞へ空白を持たずに表示される種顕の文字を指定するコ 7 ンド

である。ただし.英文字.ギリシ+文字.敵字を入力した嶋合は，無条件で間話されて表示さ

れる。このコマンドは.通常文字コマンド.相自字コマンドなどの他の文字種の指定を行うまで

有効である。

5.7.3 添字下コマンド

乙のコマンドは.任倉の文字を通常文字又は間結文字の下方へ付加する添字として表示させ

たい場合11:周いる。 ζのコマンドは他の文字種の指定を行うまで有効である。

5.7.4 添字上コマンド

乙のコマンドは任意の文字を通常文字文は間結文字の上方へ付加する添字として表示させた

い嶋合に周いる。既に.下ツキ添字が入力されていても，乙のコすンドを実行させる乙とによ

り上ツキ添字の入力が可能である.乙のコマンドは次の文字種指定コマンドが入力されるまで

まで有効である。
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5.7.5 添字上下コ 7 ンド

このコ 7 ンドは任意の文字を通常文字又は間2古文字の上下へ付加する添字として表示させた

い糊合ICIlH、る。

添字 lニドコ 7 ンド入力後倒散の文字を入力すると，韻字下.添字上がくり返し実行される。

このコマンド';1次の文字相指定コマンドは次の文字繍指定コ 7 ンドが入力sれるまで有効であ
る。

5.7.6 添字削コ 7 ンド

このコ 7 ンドは入力文字を通常文字.間結文字の下方.左側へ付加する添字として表示させ

たい時に用いるコ 7 ンドである。

5.8 英文字，ギリシャ文字

乙のコ 7 ンドは英文字，ギリシャ文字を小文字体から大文字体，逆IC大文字体から小文字体

へ変自慢するコ 7 ンドである。

尚.無指定での外来文字の入力は大文字体である。

5.8.1 大文字体コマンド

ζのコマンドは，入力する外来文字を大文字体として入力する指定を行うものである。文字

体を指定しない掛合は.デ£フsルトとして大文字体が選lまれている。

乙のコ 7 ンドは.小文字体コ 7 ンドを入力するまで有効である。

5.8.2 小文字体コ 7 ンド

ζのコマンドは.入力する外来文字を小文字体として入力する指定を行なうもので，一度大

文字体の指定を行なった後IC再び小文字体により入力したい楊合に用いる。

一度小文字指定をすると，次IC大文字体の指定がされるまで有効となる。

5.8 かな文字の文字体指定コマンド

このコ 7 ンドは，かな文字を.ひらがなからカタカナへ，逆ICカタカナからひらが江へ変後

し，又.清音の文字から濁音の文字へ，逆IC濁音の文字から清音の文字へと変換するなどの処

狸を行なう。

5.9.1 カタカナコ 7 ンド

乙のコ 7 ンドはタプレット上のひらがなをカタカナとして入力指定するものである。
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(入力例)

今.ひらがなで尉臼と入力して.続けてカタカナで

"ウエオ"と射したい場合.区5>;'J7.1を指定した後

61.困.tul.と入力すると凶5.3の織に表示される。
あいウエ斗

図5.3

乙のコマンドはリセットコマンドが実行されるまで有効である。

5、9.2 濁音コマンド

乙のコマンドは濁音付の文字を使いたい場合に入力する。

(入力例〉

今.ひらがなで嗣園田と入力して.繰りて岡げと・

と表示したい掛合，仁三コを指定した後間.副と入力

すると闘5.4の織に滋示される。 かいT斗

図5.4

乙のコマンドは.ひらがな，カタカナのいずれにも共通で使用でき，リセットコマンドが実

行されるまで有効である。ただし，濁音が存在しない場合1:1.清音・が表示される。

5.9.3 半濁音コ 7 ンド

乙のコ 7 ンドlま半濁音付の文字を使いたい掲合IC入力する。

(入力例)

今.ひらがなで.届固と入力した後.続りて・..s~べ

I~Ø と表示したい場合.亡己を指定した細，回.

圃と入力すると図5.5の織に表示される。
ωぷベ斗

図5.5

乙のコ 7 ンドは，ひらがな，カタカナいずれにも共通して使用でき，リセットコマンドが実

行されるまで有効である。ただし，半濁音が存在しない掲合位清音が表示される。
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!i 9. 4 t.幼ITコマンド

乙のコマンドは鋤IT文字を使いたい樹合IC入力する。

(入力例)

今.カタカナで"セッシ日ン"と入力したい時.

カタカナ引制した後IlJlを入力 rnコマシド制
定後同.!し1.'.よ1.刷と入力すると.凶5.Gの織に表示

される。

セ~ ::，.. .斗

凶5.6
IWJ，ζのコマンドにより働ffの文字QC変化するのは.鯛あ.い，う.え，お.つ，や.ゆ.

よ"の9文字のみでその他の文字は乙のコマンド実行後も通常(清音)のかな文字で表示され

.-:~ 0ζのコマンドは.ひらがは，カタカナのいずれにも共通して使用でき. リセットコマンド

かだ行されるまで{j効である。

9.5 リセ γ ト

このコマンドは. 5.9. Iから5.9. 4までのコマンドを揃定後再び無揃定の状態(ひらがはの

，，(';")へJ~すためのコマンドである。

5. 10 前文字キャンセJ&.

乙のコマンドは.mカーソル位償より一つ削 (;(j側}の文字を消去するコ 7 ンドである。

AB斗

関5.7

{入力例}

文字・ ABC・を入力したが，図5.7の織に旬 C.

が峨してしまった。厘三~;fI ，Cよりカーソルより
lつ前のftC・が消去され図5.8の織になる。

-33-
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5.11 1

, B, C. D, E -

C *

re J: •) a - v /t-*rdife L fci'3!:?" C ' ©(ft

-t" c

ABCCDEI" I -

H5. 9

Ha io H5. 11

5.12

a 12.1

- 3 4 -

JAERI-M自4・07自

5.11 1文字削除

このコマンドはカーソルの示す位置にある文字を I文字消去するコ 7 ンドである。

{入力例)

文字"A. 8. C. D. E ・を馴IC:入力していき.

入力し終った段階で凶5.9の織に文字..C • /J{重砲し

ている引に気づいた。という微な嶋合， ζの文字

情 C.だけを泊去するには.まず.巨ヨ又は・[IJ

コ7 ンドによりカーソルを泊去したい文字..C.の位

置まで戻す{図5.10.照)。

次IC:I ri，SC_司をヒッ tすれと4山図5.11の織に
文字・ C.は削除され後続文字が1:文字ずつ附IC:詰ま

る。

A呼J)E

図5.10 

5.12 3t字慣入コマンド

A.BCCD~ト

図5.9

A呼F

図5.11

乙のコマンドは.入力される文字をすでに在る文字と置きかえて入力するか又はすでに在る

文字と文字の問へ婦人するかを指定するコマンドである。

尚.乙のコマンドの無指定時は.置きftえ処理とえEる。

5. 12. 1 挿入コマンド

乙のコマンドは，文字と文字との聞へ析たに文字を入力したい絹合応用いる。

--34-
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KIS. 12
* EF "

ABEF" fflX¥° AB" £

CD

ciaa
LCI,

ABCDEF"

¥~ B" ta

5. 12

CdEFABCdEF

BIB. 13

05.14

*. x.
TT) 4-T. * -

-Kli , <f A * -

' O X ? " AB" O»

A B " 0 * 0 " G H
EF"

0 5.14

- 3 5 -

jAERI-M 84・078

(入力例)

凶5.12の中の文字列"ABEF oの文字"ABo と

"己F.のunlC:" CO ・という文字を追加したい微な
地合.まず.カーソルを文字"B o とaE oの中間ま ・ a 

で似し岨5.12)・次IC:固いットし・続けて ~F 
ロ.闘の入力を行う ζとにより図 5.13の機に文字列1::'

" ABCOEF・となる。

I文字婦人コマンドにより文字の入カモードは，M!人モードになっている。乙のコマンドl主

婦人モードを再び置き換えモードIC:戻すコマンドである。

(入力例)

図5.14の様な文字‘ ABGH-の文字句 AB-の後

IC:文字・ CDEF-を入力し，文字・GH・は消してし

ま川、と川川合!とi時前喧君'C:より処
理を行なっていた鳩合は11企|コマンドをヒットして

から・文. I~Jtxl コマ荒使用の鳩合はそのまま
で}まず.カーソルを文字・ S-と・G・の聞に戻し

(図5.14)，続いて文字固，固.園，困の入力を行う

乙とにより図5.15の織に文字‘ AS-の後の・ GH-

は・ CO-n:::置換されその後'C:文字・ EF・が続くと

5. 12. 2 欄入解除コマンド

いう様な文字列になる。
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5. 15

5.13

5. ia 1

5. ia 2

5.14 a -

& 14. 1 * -

a -r X K «• y -tr

a ^ V K

- 3 6 -

JAERI-M 84・07自

ABCD斗

図5.15

5. 13 情景白鎗きコマンド

5. 13. 1 背民自依きコマンド

このコマンドは，文字を入力する領域にすでに他の図形(特に中塗り図形)が表示されてい

る場合.文字を表示する節分だけその背最を白〈依きそ ζ，1:文字を書き込むためのコマンドで

ある。白依き術定をされている文字列の上に他の図形が禽き込まれた栂合，上，1:置さ伝った閲

形111:J依きされないので図形の入力願書に注意する必賓がある。

ζのコマンド11，次のリセットコマンドを入力するまでri効である。

5. 13. 2 背続白依きリセットコマンド

ζのコマンド11，上記白銭きコマンドをリセットするためのむのである。

5.14 カーソル移鋤のコマンド，

ζのコマンド11カーソルを上下左右，1:1 :カラム(1:文字分)移動させる事や.カーソルを行

の先頭へ移動するためのコマンドである。

邑14.1 カーソルを文字列前方へ移動させるコマンド〈行の基点方向}

乙のコマンドはカーソルを上〈緩・き時)，又は左〈繍・き時)，1:移動させるζとが出来，そ

れぞれタブレ川上の直].巨ヨをスタイラスベンでヒ・けするζとにより実行される。
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(Xffft)

- 3 7 -
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【実行前} {実行儀}

、什主 E争 争、、や

5. 14.2 カーソルを文字列後方へ移動させるコマンド(行の益点の反対方向〉

ζのコ 7 ンドはカーソルを下(縦書き時}文は右(繍・き時)11:移動dせるととが出来.そ

れぞれタプレ γ ト』ニの団， [ヨをスタイラスベンでヒ νトする事により実泊される。

(w円閉} (Wft織}

与三 時
』

4
4

5.14.3 カーソルを文字列先頭へ移動8せるコマンド(行の基点}

乙のコマンド1;1:，カーソルを行の先頭11:棚させる乙とが出来，タプかレ

夕イラスベンでヒツトする事iにEより実行dれる。

【実行縮} 【実行儀】

E刊"斗1・1+刊附

句，。。
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5.15 * - # - K

5.15.1

| •»-^f- Kj •Ifca^-f

5.15.2

IBJ. ISJ. K ) .
4,, <:©»$,

S. 16

a)

B0A1

* abed

S

0 5.17

5.15.3

- 3 8 -

JJ..ERI-M 84・078

5. 15 キーボードλカ

乙のコ 7 ンドは.$C;:の入力的にタプレッ卜ょに存住しはい文字を使用したい地合などに.

入力をタブレットからキーボード側へ切り符えて，入力するために111いる。

5.15ιl キ-Ij(-ドへの切り曽え

巨ヨヨをスタイヲスベンでヒ y卜すれとにより行なわれる。

5.15.2 文字の入力

文字の入力は文字:づっ…16i1文字コードにより入力する。

以下IC文字の入力例を示す。

(入力例}

圃の入力を行う婦合

イ}国.凶，凶.固と16進の文字コードをキ・ーイン

する。乙の時.闘5.16の僚に画廊左上へコードが

エコー表示される。

ロ) 4文字の16i1コードの入力，，1ftりが腿められは

砂れば，luu，1のキ』を押す@
乙れにより文字入力が完了し.図5.17の織

に文字が画面上に表示されるe

5. 15. 3 タプレットへの復帰

I文字入力すると入力自信体はタプレット倒へ復帰する。

5.1・センタりング

BOAI 

あ abcd

+ 
図 6.16

BOAI 

あ abcd

重

+ 
図5.17

乙のコマンドは，指定した位置に，文字又は文字列の中心が乗るように指示するものである。

-38ー



JAERI-M 84-078

5.17 > K

til 3

5.18

y K

5.1B

©a-?VK*t

- 3 9 -

JAERI・M 84-078 

備得の場合lま.文字列下側の中心が，縦書の湖合は.文字列左側の中心が入力点と一致する

ように文字列が移動する。

5.17 玄字先周平行移動コマンド

乙のコマンドli.文字列の先胡の位慣を平行移動させるため1C.1¥lいる::l"?ンドである。繍脅

の地合は先胡文字の皮下隅が入力点と一致tるように文字列が平行移動する。また.縦舎の場
合は..先IiJt文字の左上倒が入力点と-j戸、するように文字列が移動するので注意する必裂がある。

5. ，. 行λカ鍵7コマンド

乙のコマンドは.カーソルのある行の処患を終了するためのコマンドである。乙のコマンド

実行後払困コマン即けして他の文字列の修正あるいは追加を行うか，匿~
コマンドをヒットして文字人カモードからCATSの図形編集コマンド入カモードに戻るか選択

する。

5.18 Jt字λカ絡了コマンド

乙のコマンド11.文字毛ードから凶形編集:3"?ンド入カモード，1:民るためのものである。乙

のコマンドをヒットさせるζとにより

‘コマンドを「泊加Jから「終了Jまでの中から選叙して下さL、。'

というメッセージが表示される。指示11:従い次のステップへ迎む。
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6.

D-SCAN

1. *

2. 8KM?

a W
4. *

5. * i j - /

GR3J/T;
J»0

NLP

'Mm • 5 ft
" 4 "

" 3 »

" 2 "

- 4 0 -

JAERI-M 84・078

6. NLPへの消書出力

NLPは.f::1?ロであるため.カラーグラフィッタ・ディスプレイ上の色と NLPtllhを何ら

かのん7去で対応をと qておく必需が!Eじる。 CATSでは紛色&ぴ〉ピド色については.

D-SCAN NLP 

¥. ~~ 袋線・ 5暑

2. ;;事いi'f " 4 " 
a緑 " 3 " 
4. ，官 " 2 " J細線
5. オリープイエロー " 

となるように対応をとっている。従って. NLP清書出力を行う嶋合.GD上での図形処煙は.

上J己の対応を念頭において行う必要がある。ただし.後迩するようにNLP出力プログラムの入

力パラメーターにより上記とは!県なった色一織の太さの対応をとらせる乙とら可能である。申

告住りパターン色と NLP出力中強りパターンの対応l乱 rt檎りバ?-:.tNa(l) 450 ハッチング，

(2) 1350 ハッチング.(3)縦ハッチング.(4)クロスハッチング.(9)_検りについては.下闘のよう

中，GfR盤タ農りー示ン色 1 
NLP出力中堕パターン

2 S 4. 9 "UJーンNa

IJ. 

漂い膏

" 
t: 

オりープ

イエロー

fC対応づけられている。ただし. GR中盤，~?ーン色と NLP出力プログラムの入力パラメータ

ーにより上記とは異なった対応をとるせるととが可能である。

NLPへの清書出力Iま.GD上での図形編集.図形データ作成後，次のJCLによる'ぜッチで処

理するととにより行う。
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00100
00200
00300
00400
00500
00600
00700
00800
00900
01000
01100
01200
01300
01400
01500
01600
01700
01800
01900
2

//JCLG JOB
/ / EXFC JCLG
//SYSIN DO DftTA.W.Hs'+f
/ / JUSFR 80933022tKE.TANI,0012.500

P.O U.O T.O C.2 IA GRP
OPTP PA?SUORD=HIMNI.I<ISGCLASS=D

/ / EXEC LMG0,LM=J3O22.TRCNLP
//FT10F001 DO DSN=J1622.JKNJPTN.DATA,DISP=SMR
//FT30F001 DD DSN=J1622.JKNJCVT.0ATA,DISP=SHR
//MPTMST DD DSN=SYS1.KPATNUB,DISP=SHR
//GDFILE Dl> SYS0UT=E.0UTLIM=60000iDEST-L0CAL.DCE=DPTCD=U
/ / EXPAND DISKTO,DDN=FT20F001.DSN='J3022.DMNUST1

//SYSIN DD •
20 0

0 0 0
0 0 0
0 0 0

0.0

0
0
0

0.0 0.0 0.0

, FORMAT*** i*54*©J;^(Ctt5 o

CARD I FORMAT (24 I 3)

NWT

KOFIG

* 1
1 *^

u
3

6

i t Mi

fiiftM*

itAfL, FTXXFOOlOXXi-

= 0 GSCHAR

= 1 JSKNJ

GSCHAR Tftb^**l-5

f'x 7 * A- hfK

20

0

- 4 1 -
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HU --
hυ FL 
'
t
 
pa 

円

u--
RE 
F
」hU 

h町
内

H
A
H
-

HHH門
戸

」

ザ

l

pbFb
円

u
n
b

Z
輔

副

BLHHM

円
「
円

F
Z
M何

台

bF尋
問
問
守
S
M
H

・a-』
H門
nbhυ

hunu内
b
H
E

・

，， 
.. 仇
U9ι

内

U

A

H

a

p

-

2

-

白

T
'
T

，Fbhu内
U

n

u

向
向
1
0
3

huhuhUAU
，d
 

n

・・・
0

・

A
H
V
Z
M同
''HEdo--

O

S

T

V

I

=

N

 

EJ
炉

D
H
F

肉、aLM円
nb

-

A円
，

d

・du阿
'ahv

ヲ
h

』
』

M"M円
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u
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・
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A
F
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R
H
R
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H
T
・--

h
u
F
U
H
F
-
d
e
d
H
F
H
u
n
v

内

u

hvnrpbt
」・・
un円
U
A
M
V
l
u
-

-
円
円

M
刊

M
円
。
‘
，

FU---「

nu

de-川
C

2

2

1

E

O

l

ι
剖

削

岨

咽

pnAUVAVEM--Eι

AYAH引

.

.

.

 

，a--a--a-M冒唱
'a
・，•• 

+?，，勾晶，

.. u
・dRbHUFr

・-
-
-
-
Z
4
=
=
=円
u
=

=
E
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‘
.
咽
乃

VHM川一
N
M円
AqdvuM円

M
H
u
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-
-
hリ
pbnbpbV5hv

ah

・96
・・句JvhHvhunυpaNM

CMhU96

・・・sd
・

-

引
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・9h戸
』
=
一

Z

円

U

内

U

FLWA円
。

v
h
M
M円
}

帆

引

hvnunリ
iJr

J

J

3

O

R

L

O

O

O

P
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O

 

AUl司
w
-
n
u

，hvnunuhuea

t「
C

D

9

T

u

m

-

-

O

O

O

R
U
F
r
n
u
p
b
p
u
h
u
 

nuv-nnum叩
hvnuMH旬
品
唱
且

.
1
1
h
v

，d
F
E
n
u
-
A
H
a
L山
町
山
町

hHFNMhυnuvhu

R
U
p
h
V
O
T
E叫
|

G

制
使
O

P
町
m
F
E
W
附
礼
附
附
0
0
0
O
A

a
L
P
a
H
U
・
守

1
V
A
-
Aを
d'EFFvan内
b

h

u

c

y

J

0

・P
E
T
T
P
聞
E

v

-

-

，u
F

3

n
い

FFPFMm向
山

戸

bhvhohunu

/

/

/

/

/

/

/

州

/

/

/

2

+

/

''''''''''''''''''''''4・''

山
町

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
o
q

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
印
刷
加
O
川

1
2
3
4
5
A
V
7島
U
P
O
1
2
3
4
5制
引
割
引
吋

0
0
0
0
0
0
0
0
o
u
-
-
I
1
1
1
1
1
1
r
 

huvhuhυhunυhuhUAMAH-huhvnり
内

v
hリ
AVnunvnHvnυhυ

NLPの滑曾出力IC'~. 上紀 JCLIC示されるように s枚の入力デ四タカードが必密である。

それ等入力データの怠椋.FORMAT等をまとめると次のようにはる。

CARDI FORMA T (24 [ 3) 

KOFIG 

カラム| 怠

1-3 出力機暑

いくつでもかまわない

ただし.FTXXF∞1のXXと一
致させておく乙と。

3-6 図中の文字植の選択

昧 デ品フ，..，レト値

20 

~敵

NWT 

。
I~ラメーター

国 oGSCHAR 
= 1 JSKNJ 
ただい見出し文は全て

GSCHARで出力される
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CARD 2 FORMAT (24 I 3)

'SL
NPEN

tt

tt

»

tt

ft
(1)

(2)
(3)

(4!

(5)

1

4

7

10

13

7 •*»

- 3

D

— 9
- 1 2

- 1 5

.« 1ft
D-SCAN©&K*N£**NLP
wo-No MMtlTitO (f
» 7 i * h ) ~5tVo NPEN
ICIil - 5 + IOffl«IA<8eti*n5

tt

? * 7 t * HH
15

14

13

12

11

CARD 3 FORMAT (24 13)

» * 7 I*
NZMSH (1)

(21
(31
(4)

(5)

1 - 3

4 - 6

7 - 9

10-12
13-15

ZMSH = 0.5x(|+NZMSH(I)>

(mm) T^J'A&flio

1

2

3

4

5

CARD 4 FORMAT (24 I 3)

*

NPMOJ

tt

tt

ft

It

tt
(1)

(2)
(3)
(4)

(5)

1 -

4 *-'

7 -

1 0 -

1 3 -

3

6

9

12

IS

to A;
*•!•) -

»

*

- 5

KOFIG =

*
MJ-74xi

He
NLPO^x
0 ( ? x 7 *

1ffl«&ffl*

fx 7 t^hUL
15

14

13

12

11

-42-
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NPEN (1) 
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(31 

(41 

(5) 

CARD3 

変

FORMAT (24 13) 
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敵 意 味 敏
一
a
p
-

L

V

-

J

-
+a司
『
フ一

5
・
ー

ェ
-
デ
一

anu司
内

ι
u

白

v
，
.••• 

1

1

1

1

 

デェ'7;;ルト値

NZMSH 111 

(21 

131 

(41 

" 151 

CARD4 

" (2) 

131 

" 141 

(5) 

4 - 6 

7 - 9 

10 -12 

13 -15 

FORMAT (24 [ 3) 

数 カラム

D-SCANのiilw:対応するNLP

のベン尚入力側としてはo(デ
品'7"ルト)-5まで。 NPEN

ICli I -5 + 10の値がωtされる

w 滞い宵 " 

緑 "

，骨 H

M オリープイエロ-"

• 味

1- 3 中鎗り色It:対応する噴りつぶしl陳

間隔パラメーター

線開剛ZMSHは

ZMSH田 0.5)((1 + NZMSH([)) 

(mm)で与えられる。

4 - 6 

7-9 

10 -12 

13 -15 

FORMA T (24 [ 3) 

カラム

1-3 

4 - 6 

7-9 

10-12 

13-15 

怠 味

文字色赤IC対応するNLPのペン

馳入力値としてはo(デ皐'7;;
ルト)-5 

ただし. KOFIG= 1の絹合のみ

有効

H 漂い膏

N 繰

H 紫

" 

" 
N 

H オリープイエロー N
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CARD 5 FORMAT ( 5 E 12.5 )

& tt
FACTX

FACTY

YCNT

YCNT

ft 7 A

1-12

13-24

25-36

37-48

Y

NLPKI ffirii&XMStS

Y "

0.75

0. 75

126. 7 mm

125. 0 mm

card 2(tGD±.<f>1llL&i:NLP(Dtil&'&tZt~l6Z)A1y*7 * -9, card 3
<9--s, card 4

til

- 4 3 -

CARD5 

lll: 数

FAC1'X 

FACTY 

YCNT 

YCNT 

JAERI-M 84・078

FORMAT (5 E 12.5) 

カラム

1-12 

13 -24 

25 -36 

37 -48 

意 味

X方向のスケールファクター

Y 
NI_P凶l耐中心X邸側

11 Y " 

デ品フォルト側

O. 75 

0.75 

126.7 mm 

125. 0 mll 

card 2はGD上の線色とNLPの対応をとるための入力パラメータ. card3liGDJ:の中

坐りパターン色とNLP出力パターン， card 4は文字色とNLP出力文字との対応をとるため

の入力パラメーターでおる。デ品フォルト値Oを入力した掛合は前主主の各々の対応がとられる

が， 0以外の値(1-5)がセットされた渇合はヒットされた値の意味に従って対応がとられ

る。文字色の対応についてはcard1の第2変散KOFIG= 1とした樋合.つまり JSKNJに

よる文字出力の場合に限り対応がとられる (KOFIG= 0の場合はGSCHARによる NLP出

力}。
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7. * - * - -> - h (D&t)

v h /-^-fcitfCATSfflav v hV - a -lift® JCL&/IJ

0100 //JCLG JOB
0200 // EXEC JCLG
0300 //SYS1N DO DATA,DLM='++«
0400 // JUSER 80933022.KE.TANI.0012.500
0500 P.O U.O T.2 C.4 1.4 GRP
0600 OPTP PASSWORD=imillivMSGCLASS=D
0700 // EXEC F0RT77.SD=J3022.MNUSHT0.A=<ELM<*)',LCT=62,B=NQS0URCE
0800 // EXEC LKED?7,GRLIB=PNL,PRVLIB='J3022.CATPLT'
0900 // EXEC GO
1000 // EXPAND GRNLP,SYSOUT=E
1100 // EXPAND DISKTO,DDN=FT20F001,DSN='J3022,DMNUSTI
1200 //SYSIN DD •
1300 20 0
1400 0 0 0 0 0
1500 0 0 0 0 0
1600 0 0 0 0 0
1700 0.9261 0.9261 67.2 110.0
1800 ++
1900 //

tztil. ±§ajCLO*coMSGCLASS .
*<->J. fit 'T)i/7r^v MUA'l "t-

. H7.

- 4 4 -

]AERI・M 84・078

7.メニューシートの出力

CATSで必震な漢字タプレットメニ A ーおよびCATSのコ?ンドメニ A ーは次の]CLを/IJ

いてNL P IC/JI;I]で通る。

0100 IIJCLG JCIB 
0200 11 EXEC JCL6 
0300 IISYSIN [l(l D白TA.[lLM=・++・
040011 JUSER 80933022.KE.TANI.0012.5∞ 
0500 P.O W.O T.2 C.4 1.4 GRP 
06収 OPTPPASSIJORO=.岡町ftI.MSGCL命誌=0
0700 11 EXEC F田T77.S0=J3022.附悦JSHTO.白=・ELM(吋・.LCT=62.El=NOSOURCE
Or.OO 1/ EXEC LKE077，GRLIB=PNL.PRVLIB=・J3022.CATPLT・
。択的 11fXEC GO 
1000 1/ EXP，州D回Nl..P.SYS凶 T=E
11帥 11EXP，倒DOISKTO，凶N=FT20FI∞1.DSN=・J3022.0MNUST・
1200 IISYSIN 00 ・
1300 20 0 
1400 0 0 0 0 0 
1500 0 0 0 0 0 
1600 0 0 0 0 0 
1700 0.9261 0.9261 67.2 110.0 
1800 ++ 
1900 11 

ただし.上紀JCLの中のMSGCLASS.SVSOUTは適宜使更する。 NLPには漢字邸が2

ページ.カナ・アルファベット郎が1ページ，コ?ンドメユょ lページの1t4ページ出力さ

れるので.不置里町l分を切断後.図7.llC示すように 1枚に湖付して利用する。
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naapnnnPDapnQHPDPPuPDHPPanappaDPP

nannonnn

H7.

- 4 5 -
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図7.1 CASTメニューシート
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8. CATS

2) 7.T-IV

3) * 14

4) X ?
5) • b y ^ -

6) 5̂  «1
Hi

c * 4 . 1 . 1 * )

(*4.1.6»)
(»4 1. 1*>
CH4.1.8 . S 5 « )
C*41.3*)
(*4.1.5*)

2) * tt

3) R «

4) x ?(tt*afi
5) 55 EP

* £ — v ) (JK 4.
(3R4.

( H I

I t * ) C»4.1

(3K4.1

1.2*)
.1*)

.1*)

.8. * 5 * )

.5 * )

CATS (iia^Af y-c« < Ha 31c

1)

2)
3)

IS («4.
t * ) ( * 4

C*4

L
1.

1.

1 *
8 . \

7 *

)

i
)

1) ^'

2) #

3)

L.

o B a 4 -effli
(JR11.1*)
(»4.L1*)

C3B4.9 .

- 4 6 -
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8. CATS出力例

CATSを則いて.実験ヂータ.解析をプロットした輿R目的人t1I11例を図8.I jC示す。 凶a
1で1日いられたCATSの機能としては

1 )スムージング (第4.1.1:寧)

2)スケーJレ

3)単結

4)文字

(第4.1.6章〉

{第4.1.1.)

(第4.1.8.第5.)

5)センターシンボル (第4.1.3$)

6)矢印 (第4.1.5.) 
である。図8.1は.トレース原閲の上をスタイラスベンではぞるζとにより入力した例で.ポ

ンチ絵程度の図をもとに.CATSの図形編集楓能を利用して直披画面上に入力したものが図a
21C示す例である。図8.2では.水平.垂直線を多敵入力する必要から.メ yシA を表示させ

ておき適当なメッシ品点を甥ぎ合わせて図形を表わしたものである。周いたCATSの繍能は

I )多角形{中Itりバターン )(.4.1.2寧)

2) ..結 (.4.1.I :寧〉

3)円弧 {鱒4.1. I章}

4)文字{背最白抜き (.4.1.8.J匝s寧}
5)矢印 〈第4.1. 6愈〉

である。

CATS は図形だ砂では<.第4.7章で述べられたメッシ""a示繍能を利用すれば.悶8.3jC 
示すようなテープルも簡単に入出力できる。また従来の手'きあるいは.タイプによるもので

は表現できはかったよう芯.テープルの 1郎をヰ唾りしそとに背景白銀きで文字を入力するζ

とにより重要'1.部分を区別して表現するととも可能である。さらに.テープルの1郎に図形を

埋込むζとも簡単に行える。図8.3で用いられたCATSの楓能は

1 )単結 【第4.11.) 

2)文字〈背最白抜き)(第4.1.8. .5寧)

3)パターン (第4.1.7.)

である。 CATS人出力例の最優として.霊峰済パターンによる図形編集例を図8.4 IC示す。

バターンの釜飯は第4.12.'C示すように.CATSの横能を用いてあらかじめ作図し.バター

ンデータファイル，c霊録する。国8.4では図面右側のバターンテープルIC示す6つのパターン

を編集【縮小，拡大.回転.平行移動}し.さらに他のCATSの織能を 111用いてCATSのプ

ロvクチャートを表わしたものである。図8.4で用いられたCATSの繍能は

1)バターン (第4.1.1掌}

2)単結 (第4.L1.) 

。文字〈背景自錐き)【第4.1.8.第5.)

4)見出し文字

である。

〈第4.9.第5章〉
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1.0 
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0.6 

0.4 

0.2 

宮
-
a
'
F
d
¥ト
d

0.0 
0.0 1.4 1 .2 I .0 0.8 0.6 0.4 0.2 

(s) 時間

CATS出力例 1(図形トレース}

U 

間aI 

NBUt向園'1'1'-比3

/ 
d強賠俗説段娘ヨ

CATS出力例2(トレースによらない図形.集】
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(a-folding time)

Hry/iu NO.
T / C TAG. NO.

Kftttt

f X K 1 h2

TCC - 01 1.0 3.3

02 1.0 3.2

03 0.9 3.1 1.0

05 1.1 3.5

20 1.1 3.7

21 1.0 3.7 1.0 3.0

24 1.1 3.9 1.0 3.1

25 1.1 3.5 1.3

27 1.0 3.7 0.9 3.1

28 1.1 3.6 0.8 3.3

30 1.1 3.7 1.2

31 1.0 3.7 1.0 3.4

32 1.0 3.2 0.9 2.9

33 0.9 3.3

34 1.2 3.9 1.2 3.5

aa 3 CATS mail 3 ( ? -

- 4 8 -

JAERI-M 84・078

.~定. {自ー foldinatime) 秒

サンプル NO. 製作直後 赤外鳳照射. イオンビーム照射後

T/C TAG. NO. テスト l テスト 2 テスト 3 テスト l テスト 2 テスト l テスト 2

TCC - 01 1.0 3. 3 

02 1.0 3.2 

03 O. 9 3. 1 1.0 

05 1. 1 3.5 

20 1. 1 3. 1 

21 1.0 3. 7 1.0 3.0 

;~j:~:~;~~~;~~~~ 屡霊|部 i摂:~3:.-1 民主詰， 1. 1 S:~~~: 民法;::3;:~:;:~;:;:~:

24 1.1 3.9 1.0 3. 1 

25 1.1 3. 5 1.3 

27 1.0 3. 1 0.9 3. I 

28 1.1 3.6 0.8 3.3 

'11: :]~:I 監線機織議詑譲欝溜議議繍議欝際援2:;:8芳2Si
30 1.1 3. 1 1.2 

31 1.0 3.7 1.0 3.4 

32 1.0 3.2 0.9 2.9 

33 0.9 3.3 

34 1.2 3. 9 1.2 3. 5 

.考 告合 す 闘闘が，ステープ

図8.3 CATS出力側3(テープル作成}
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図8.4 CATS出力例4 (バヲーンよる図形鋼集〉
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- 1 CATS <D 3 v > K - f

111 Wiia-^n1

No
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ME

m

m ft -

r

?• -'j S

/ -, y

m m
UlHL*

5; ^

KIJBf
7 T< >

>< 9 ;

IE

Mi

(r y J-

3 f-

a mi

m *

- 9 -
Hry h
' a t*

7

A^LfcH«*GD±-
©SlOX-Yli*GD±

GD±OBH(Jffl^-K:
GD±lcy .yi/^.^*!

GD±lc*,1;$nri^

fllHL3!C:?«)A/'j*-t

C A T S fc^W" J s™ 9 o

iPfiS ) * f f ̂  o

J

3

ft*ff-3o
#lcA4fcJ6O3v y KT*5<,

(21

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

37 V Kg

A fj ¥i 7

&*£*K7
y -ft y h

41! /J^

fi * a f
* ft » m

yes

No

m &
Kl»**o f - 9 M. kll && 7 S-tf-5 4 * Kffl i» * o

ffi«***»7Sti-5o
ffiaaBftLfc-r-i'^ffiiBBWRoWBfcy-feyh-rac

El)Brals!l£( 90°)*ff-?o

H«of t* . «'h*£¥£A>«-*££«:j:9fT-3o

yes orNoOfiJlV^W-rSS

3 ±

- 5 2 -
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付録A-1 CATSのコマンド一覧表

111 阿形編集コマンド

尚. コマンド名 機 能 本文ページ

泊加(新製作成} 凶形-*の泊加(新規作成}を行う。
一一---

2， 修 正図形I!*の修正を行う。

3 問。 除 図形饗粛の削除を行う。
一一

4 リペイント 入力した図形をGD上で滑・表示する。

5 m紙セット 原図のX-y備をGD上のX-y柚に一致させるのに周
いる。

ト一一一
6 ハードコピー GD上の図形のハードコピーをとるときに周いる。

7 メッシュ表示 GD上11:メッシュ点を表示する。

8 メソシ品m去 GD上11:表示されているメッシュ点を消去する。
9 臨棚変倹 入力した関形の庫銀変換を行う。

つEトーは111し文下モード 見出し文字の入力・告白ド11:入るためのコマンドである。
i四一11一 金 a ij- E佐保!f鍋1ftの図形の滑.~示を行う。

ーー

12 i蝿形デ -9- 入む。力した凶形データを関形データーファイルIC・き込ファィ，レセット
』・ーーー院長一一ーーー 一一一 一一一 ーー一一
13 パ'ン盛録 バターン凶形を入力する1~IC Iflいる。

』

14 
，、:9-ンファイル パタ，-ン凶形データーを，マ9ーンデータファイル11:.
セット き込む。

15 終 了 CATSを終了する。

(21 図形編集サプコマンド

No. コマンド名 機 能 本文ページ

入力終了 図形要粛のデ'-9点入力を終了させるときに周いるu

2 座楓変倹終了 盛楓変倹を絡了させる。

3 -I!: ':/ ト 座織変狼し;たデータを盛螺蜜錬前¢峨態11:リセッ卜する。

， 4 回 転 図形の回転(鉛りを行う。

5 鉱 大 図形の鉱大を行う。

6 結 図形の縮小を行う。

7 倍率設定 図形の拡大.錨小を倍皐を入力するζとにより行う。

8 平行移動 図形の平行移動を行う。

9 yes yes or肋の聞いに対する答

10 No 同 上
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(31 i •? y K

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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PJ

a B

vc sj n?

££ fjfa JK
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m m
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A^J^Jiic-t y ? -y y-'Jf/i'^-Jj^'i'So

X 7 — '<— t ^ ^ ^ S o

^en*«/f:-r5o

x^*«**^-rso

(4)

No.

1

2

3

4

.5

6

7

8

9

10

11

12

i i

18)

$

X

X
*

a x

IS X

¥ ±

* f t ft

*ft6E
^ft£S

X ^

±
T

T

$7

&

*}

*i

*

<*
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X?<cjfcf L.kH''>»f>ttin'i"5Ss¥®A2j4'ftS!"$"'5o
X?KS} L TIB'v'f:t)!)ll'#'5J6^oA^Ji£}Bi£'i"So

X?(c« LfiTil^ftJD^-SiS^oA^iftie^So
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(31 /!喝形樋選択コマンド

No， コマンド名 機 能 本文ページ

仁型. 結 入力点を順次直線で結んで表示する。
一一2 スムージング 入力点簡を周献3次閑散でスムージングして表示する。
一回『世田一一一

3 同 円の中心点と円周上のーはiを入力して円を迎示する。
一一一ι...晶

4 術 内 柵示円すのる中。心.長紬.錨紬上の受J，ttを入力して柳内を公
←ー』一一一一

5 

“ 
形 扇を形漢示の中す心る。問視の始点.中点.終点を入力して踊形

6 u 1j' 形 長す方る形。のを下隅.右上隅の点を入力して長方形を表示

7 多 向 形 多角形の各点を順次入力して多角形を表示する。

8 円 保 円恨の始点.中点.終点を入力して円弧を表示する。

9 センタシンポJレ 入力点上ICセンタシンボルを表示する。

10 エラーパー エラーパーを表示する。

11 矢 印 矢印を表示する。

卜一
ス廿 - JJ， 庫銀紬.目盛..目盛敏値を表示する。

点力入点聞力点のの聞陣繍織正を順はを次内Xa輸郎..であ行でる絡いっんてはでいYM表る。示に平す行る。にたなだるよし.う入に力入13 階段関敵

14 I~ '9 ン 量級梼のパ空白ンを図形上IC坦め込t1.
同一--. ι-ー~.-ヨー_.ι」孟置Zム~- 一手弓唱畠直孟~ 一~~ _=a. __  -~"ー

15 文 ?手 文字を銅製表示する。

141 文字編集コマンド

No. コマンド 繍 能 本文ページ

1通常文字 文力字を指と文定字すとる。のmへ間隔を置いて表示される文字の入

2 間結文字 入文字力をと指文定字すとのる聞。へ間帽を.b寸"IC表示される文字の
3 添 字 上 文字に対し上側へ付加する添字の入力を指定する。

4 添 字 下 文字IC対し下側へ付加する掻字の入力を指定する。

5 添字上下 定文字すIC対し.上下へ貨なって付加する福島字の入力を指る。

6 添 { 手 前 文字応対し右下側へ付加する添字の入力を婚定する。

7 表示角指定 更文字で変文化11す.客る室角列度のの垂指定示角を虞汀をう変。更する.の1回の変

8 表示角右廻り 文字又は.文字列の表示角度を右廻りに更新する。

9 表示角左廻り 文字又は.文字列の表示角度を左通りに更新する。

10 文字鉱大 表示されている文字を大き〈する。

11 文字縮小 表示されている文字を小さ〈する。

12 大文字体 アルファベットやギリシャ文字を大文字体で表示する。
ー一

-53-



JAERI-M 84-078

No
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No. コマンド名 機 続 本文ページ

13小文宇休 アルファベットやギリシャを小文宇体で鹿市する。
一
「占タ

ー晶一ー-←一一一
14 カナ タプレγト上のひらがな文下をカタカナで袋示する。

15 リセ ツ
ト カヲカナ.膚民背す .半濁音.僧促ffの各:J"?ンド:起H後
元の状般に 。

回一

16 I (綱 自) カタカナ.ひらがなに膚告を付ける ζとができる。

17 1 (半 A面白} カタカナ.ひらがなt叫i濁音(0)を付けるζと市町きる。

18.1 (働小 fi) カヲカナ.ひ劫町Eの鋤促音を&示するζとができる。

19 センタリング 文す字る。文は 文字列の滋示の聞の中心がくる位置を指定

20 動文字光頭平行移 文字又は，文字列の光頒(左下スミ〉の位慣を指定する。

21 績 d き 文字列を綬.きで表示する。

22 繍

ー
き 文字列を繍.きで表示する。

23 前文字キャンセル カーソルの位置の 1つ前の文字を消去する。

24 1文字削除 任怠の位置にある文字を消去する。

25 l文宇縛人 任意の位置に文字を縛人する。

26 縛入解除 1 文字"人コマンドを解除し.置き傾え~ードにする。
一一一一 一~，.-，-一一町

27 背骨 13紘き 背文字.文'r-列の背債を白〈依いで文字畿示する。
』与

28 リセ '1 ト 最自給きコ7 ンドをリセットする。

m 文字色指定直言るT1l.示白人力する。
一置ーー一一一ー 一 一一

初 改 f1 
既せ得る。行でIX行u::相当する行の先頭へカーソ，1，を移動さ

31 カーソル指定 カーソルを任.の位置へ移動させる。

32 
-ーー-ー田E・

カーソルを1:文字分行先頭方向へ移動させる。(1カラム左移動)

33 ーー一一令 カーソルを1文字分行の/I;1jへ移動させる。10カラム右移動〉

34 • ←と同織35 + →と同様
36 (1カーソトJレ一復一帰一〉 カーソルを行の先頭へ.移動させる。

37 |←ー」 カーソル復帰と同じ。

38 キーボード タプレット入力からキーボード入カに切り倹える。

39 ハードコピー 画面u::表示されているものをプリントアウトする。
40 15 E T 回転角の角度堵定u::使用する。
41 数字(0 -9 ) 回転角の角度指定に使用する。

42 ピリオ ド 回転角の角度指定に使用する。
L 
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25E TCATSJ

-y--c-h £ (B)

111. 7'B/7i'5D-f+-hA'>-y

J 3022. CATS PA 01. DATA

(2) sajRgM0jR/<^-y

J 3022. CAT SPA 02. DATA

-f /i'bPERMIT ID(ALL)ACCESSCREAD)

T V r -f

E^ff^o i f . " J 3022. TSSMAC. CLIST (PSCOPY) "*a—y-OTSSMAC.

CLIST (PSCOPY) IC = e - f * o a -7 v V 7a y i? * - PSCOPY *«»$•&, *'J

$•)•&'<9 -••/?-9 7r- f ^-b v h « ( Pull name ) . if 6 H"<9 -VT'-9 y r 4 >\

^ ( F u l l name ) ( *&*>U*bALLOCATlON lZts<&Wttt£^ )
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付録A-2 登録済汎問パターン

百円2!;i.rCATSJの機能で述べられているように.me!ill.lにおいて盛録されている汎mパ
ターンは.凶A.1(A) I~示される計算機プログラムフローチャートと (B) 11:示される屯鰍1f11W1

~識がある。各々のバターンファイル各1:

111 プログラム・フローチャート .I~? ーン

J 3022. CATSPA 01. DATA 

(2) 屯源恒闘要業パターン

J 3022. CATSPA 02. DATA 

である。いずれのファイルもPERMIT ID(ALL)ACCESS(READ)となっているので

自由に利用できる。バターンの表示色などを修正して使いたい緬合は.TSS繍末で次の嬰傾

でソァイルをコピーし. rCATS Jのパターン盛録モード(第4.12章参照)でバターンの修

正を行う。まず.J 3022. TSSMAC. CI.I ST (PSCOPY)・をユーザーのTSSMAC.

CLIST (PSCOPY)にコピーする。 コ7 ンドプロシジャーPSCOPYを起動させ，オリ

ジナルバ9ーンデ-?ファイルセット名(向11咽 me) .新らしいバタ・ーンデ-?ファイル

名(Full name ) (あらかじめALLOCATIONしてお〈必要ははい)を入力すればオリジ

ナルパターンデータが新パタ四ンファイルIcee込まれる。
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IICコ，1 <> a →ト a -'IN-

'IICコー ζフ ' 
J明mr、.1 +E3+ 

" c:コ-亡コ 'I~ .I~ 

~I Cコ'IQ T 令ド .1 ___ ー

• 白 a・〈コ ， 事時ー a・4"、ー

111 Cコ，，1 Cコ "1~ 日~-

リロ"囚 .. 1. 

.， a・
‘' 

11 

" 
a・ 11 a・

" 
開 .， 陣・

(A) (B) 

問A.1 霊峰済汎用パターン:プログラA ・フローチャート
(A).電源回路要録 (B)
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